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改
編
本
『
類
聚
名
義
抄
』
に
お
け
る
和
音
注
の
継
承
と
増
補
に
つ
い
て

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
・
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員

鈴
木

裕
也

一
、『
類
聚
名
義
抄
』
に
お
け
る
呉
音
注
と
和
音
注
の
問
題

『
類
聚
名
義
抄
』
は
漢
字
を
部
首
に
よ
り
分
類
し
た
漢
和
字
書
で
あ
り
、
平
安
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
古

辞
書
の
中
で
最
大
規
模
の
も
の
で
あ
る
。『
類
聚
名
義
抄
』
は
原
撰
本
（
一
一
〇
〇
年
頃
成
立
、
図
書
寮

本
）
と
改
編
本
（
一
二
世
紀
後
半
成
立
、
観
智
院
本
、
高
山
寺
本
、
蓮
成
院
本
な
ど
）
に
大
別
さ
れ
、
通

常
『
類
聚
名
義
抄
』
と
言
え
ば
、
唯
一
の
完
本
で
あ
る
観
智
院
本
を
指
す
。

観
智
院
本
の
各
被
注
字
（
見
出
し
字
）
に
対
す
る
注
文
は
、
お
お
む
ね
「
字
体
注
、
正
音
注
、
和
訓

注
、
和
音
注
」
の
配
列
で
並
べ
ら
れ
る
。
例
え
ば
、「
備
」
字
（
仏
上
五
七
１
）
の
注
文
は
、「
上
俗
中

通
下
正

皮
秘
反

ツ
フ
サ
ニ

ソ
ナ
ハ
レ
リ

（
以
下
和
訓
一
二
例
略
）
和

レヒ

フ

（
平
平
濁
○
○
）

（
平
平
上
平
平
）

イ
」（
）
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
例
で
正
音
注
は
「
皮
秘
反
」
と
反
切
で
示
さ
れ
、
和
音
注
は
「
和

レヒ
イ
」

1

と
「
和
」
表
示
が
付
さ
れ
た
片
仮
名
音
注
で
表
さ
れ
る
（

）。
2

日
本
の
漢
字
音
は
漢
音
、
呉
音
、
唐
音
の
三
種
類
に
分
け
る
こ
と
が
多
く
（

）、
一
般
的
に
正
音
は
漢

3

音
を
、
和
音
は
呉
音
を
表
す
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（

）。
日
本
で
漢
籍
を
読
む
際
は
漢
音
で
読
ま
れ
、
仏

4

典
を
読
む
際
は
呉
音
で
読
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
。
漢
音
は
唐
代
長
安
方
言
の
音
韻
体
系
（
秦
音
）
を
母
胎

と
し
た
も
の
で
、
そ
れ
以
前
に
あ
っ
た
日
本
漢
字
音
（
六
朝
期
の
方
言
音
と
考
え
ら
れ
て
い
る
）
は
呉
音

と
呼
ば
れ
た
（

）。
高
松
政
雄
（
一
九
八
二
）
は
、「
公
式
の
表
現
、
記
録
等
」（
一
五
頁
）
に
漢
音
・
呉

5

音
と
い
う
用
語
が
用
い
ら
れ
、
そ
の
他
の
文
献
で
は
正
音
・
和
音
と
言
い
習
わ
さ
れ
た
と
し
、
沼
本
克
明

（
一
九
八
二
）
は
、
一
般
的
に
「
大
般
若
経
や
法
華
経
の
転
読
（
真
読
）
に
使
用
さ
れ
た
音
」（
一
七
六

頁
）
を
和
音
と
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
例
え
ば
、『
日
本
紀
略
』
延
暦
一
一
年
（
七
九
二
）
閏
一
一
月
条

に
「
勅
。
明
経
之
徒
、
不
可
習
音
。
発
声
誦
読
、
既
致
訛
謬
。
熟
習
漢
音
」（
国
史
大
系
第
一
〇
巻
、
二

六
六
頁
。
本
文
校
訂
を
反
映
し
な
い
形
で
示
す
）
と
あ
る
一
方
、
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
の
凡
例
部

分
（
篇
目
一
一
６
）「
朱
音
者
正
音
也
。
墨
声
者
和
音
也
」
は
「
正
音
」「
和
音
」
を
用
い
る
。

こ
の
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
に
お
け
る
凡
例
の
一
節
は
、
山
本
（
二
〇
一
〇
）
な
ど
が
指
摘
す
る

よ
う
に
、
同
音
字
注
や
反
切
の
傍
仮
名
と
声
点
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
改

編
本
『
類
聚
名
義
抄
』
の
和
音
注
を
検
討
す
る
際
、
本
来
な
ら
ば
「
和
」
表
示
が
付
さ
れ
た
音
注
に
加
え

て
、
墨
書
き
の
傍
仮
名
と
声
点
を
も
考
察
の
対
象
と
す
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
の
方
針
は
帖
毎
に
状
況
が
異

な
り
、
和
音
注
と
し
て
一
律
に
扱
い
が
た
い
。
そ
こ
で
、
便
宜
上
以
下
の
考
察
で
は
、「
和
」
と
冠
せ
ら

れ
る
和
音
表
示
の
音
注
の
み
を
、
改
編
本
の
和
音
注
と
し
て
取
り
扱
う
。

「
和
音
」
は
「
正
音
（
漢
音
）」
に
対
す
る
日
本
の
漢
字
音
の
こ
と
で
あ
る
が
、「
呉
音
」
は
和
音
と
同

様
の
意
味
で
日
本
の
漢
字
音
を
表
す
他
に
、
中
国
の
漢
字
音
（
方
言
音
）
を
指
す
場
合
が
あ
る
こ
と
に
注

意
を
要
す
る
（
馬
渕
和
夫
一
九
六
三
第
三
篇
第
三
章
、
沼
本
一
九
八
六
第
二
章
第
一
節
な
ど
参
照
）。
日

本
の
漢
字
音
を
指
す
場
合
に
は
、
呉
音
と
和
音
は
大
略
相
重
な
る
も
の
、
同
じ
も
の
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
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点
に
つ
い
て
は
疑
う
余
地
が
な
い
。

し
か
し
そ
の
場
合
、
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
の
以
下
の
例
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
（
以
下
、
私
に
傍

線
を
付
す
箇
所
が
あ
る
）。

「
諕
」（「
謔
」
の
誤
、
法
上
七
〇
１
）「
呉
音
逆
（
入
濁
）

正
虐

虚
約
反

タ
ハ
フ
ル
（
上
上
上
濁
平
）

ワ

レ
（
上
）

ラ
フ

ア
サ
ケ
ル
（
上
上
濁
○
○
）

イ
ツ
ハ
リ

楽
也
讃
悪
也

和
又
客
」

こ
の
字
に
つ
い
て
、
図
書
寮
本
は
、

「
談
謔
」（
八
二
７
）「
応
云
許
虐
（
入
軽
濁
）

反

戯
︱
也

謂
相
調
戯
也
亦
喜
楽
也

真
云
戯
言
（
也
）

東
云
戯
也
讒
慝
也
︱
浪
戯
談
也
︱
々
然
喜
楽
也

公
云
音
逆
（
入
濁
）

正
虐
（
入
軽
濁
）（

弘
）
云
戯
也

楽
也
讃
悪
也

タ
ハ
フ
レ
（
上
上
上
濁
上
）
詩

真
云
客
（
入
）

音
」（
）
6

と
あ
る
。
こ
の
「
謔
」
字
の
場
合
、
和
音
注
（
真
云
）
が
「
客
」
で
あ
る
こ
と
に
加
え
て
、
呉
音
注
（
公

云
）「
逆
」
が
あ
る
。
同
じ
被
注
字
に
対
し
て
、
本
来
同
じ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
呉
音
注
と
和
音
注
が

両
方
備
わ
っ
て
い
る
の
は
不
可
解
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
呉
音
は
「
ギ
ヤ
ク
」
と
い
う
音
を
表
す
の

に
対
し
、
和
音
は
「
キ
ヤ
ク
」
と
い
う
音
を
表
す
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
音
価
が
異
な
る
の
で
あ
る
。

観
智
院
本
の
呉
音
注
と
和
音
注
に
つ
い
て
は
、
図
書
寮
本
と
観
智
院
本
と
の
比
較
に
よ
っ
て
、
呉
音
注

が
藤
原
公
任
撰
『
大
般
若
経
字
抄
』（
渡
辺
修
一
九
五
三
）、
和
音
注
が
真
興
と
行
円
の
読
誦
音
（
主
に

真
興
撰
『
大
般
若
経
音
訓
』（
佚
書
）
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
吉
田
金
彦
一
九
五
四
、
築
島
裕
一
九
七
三
）

と
出
典
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（

）。
図
書
寮
本
で
「
公
云
」
を
冠
す
る
音
注
が
呉
音
と
表
示
さ
れ
る

7

の
は
、『
大
般
若
経
字
抄
』
二
七
丁
裏
（
後
序
）
に
「
注
以
漢
呉
二
音
相
同
之
字
。
雖
其
音
不
違
、
至
于

浅
智
不
遍
知
之
字
、
不
敢
用
之
、
偏
依
呉
音
、
別
載
正
音
、
或
以
仮
名
注
之
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
る
と
考

え
ら
れ
て
い
る
（
沼
本
一
九
八
二
、
第
一
部
第
二
章
（

）。
こ
の
引
用
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
高
松
一
九

8

七
三
に
詳
し
い
）。『
大
般
若
経
字
抄
』
は
大
般
若
経
の
読
誦
音
を
表
し
た
音
義
書
で
あ
り
、
真
興
や
行

円
の
読
誦
音
を
和
音
と
す
る
な
ら
ば
、『
大
般
若
経
字
抄
』
の
表
す
音
も
和
音
と
呼
ば
れ
て
然
る
べ
き
も

の
で
あ
る
。
ま
た
、
図
書
寮
本
で
主
に
「
真
云
」
を
冠
す
る
和
音
注
に
つ
い
て
も
問
題
が
多
く
、
図
書
寮

本
で
は
、
漢
文
注
（
音
注
や
義
注
、
上
例
「
真
云
戯
言
（
也
）」）
と
和
音
注
（
上
例
「
真
云
客
音
」）
の

二
種
類
の
「
真
云
」
音
注
が
あ
る
が
、
本
稿
は
前
者
の
音
注
が
正
音
を
表
す
も
の
と
考
え
、
後
者
の
み
を

和
音
注
と
し
て
考
察
の
対
象
と
す
る
（

）。
9

こ
の
よ
う
に
疑
問
の
多
い
呉
音
注
と
和
音
注
で
あ
る
が
、
最
大
の
疑
問
は
本
来
同
じ
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
は
ず
の
呉
音
注
と
和
音
注
が
、
以
上
に
見
て
き
た
よ
う
に
『
類
聚
名
義
抄
』
で
は
あ
た
か
も
使
い
分

け
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。『
類
聚
名
義
抄
』
の
編
者
が
呉
音
と
和
音
を
同
一
と
見
て
い
た

か
否
か
は
、
当
時
の
辞
書
編
纂
や
漢
字
音
に
関
わ
る
興
味
深
い
問
題
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
夙
に
吉
田
（
一
九
五
一
）
は
、『
廣
韻
』
と
観
智
院
本
の
呉
音
注
・
和
音
注
を
比

較
し
、「
和
音
は
梵
音
学
習
に
刺
戟
さ
れ
て
自
覚
し
漢
字
音
と
対
抗
し
て
用
ゐ
ら
れ
た
が
元
来
呉
音
に
哺

乳
さ
れ
て
育
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
其
差
別
は
既
に
立
ち
難
く
僅
か
乍
ら
名
義
抄
の
漢
字
注
に
あ
っ
て
は

統
計
に
よ
る
比
率
に
於
て
差
異
を
見
う
る
に
す
ぎ
な
い
。
大
体
に
於
て
は
、
名
義
抄
の
和
音
は
法
華
経
な

ど
佛
家
傳
承
の
呉
音
と
同
一
で
あ
る
」（
五
二
頁
）
と
さ
れ
た
。
ま
た
吉
田
（
一
九
五
四
）
に
お
い
て
、

呉
音
と
和
音
の
呼
び
分
け
は
、
南
都
北
嶺
の
拮
抗
に
よ
る
「
自
宗
所
伝
音
を
認
識
す
る
」（
一
三
頁
）
た

め
で
あ
る
と
述
べ
た
。

渡
辺
修
（
一
九
七
〇
）
は
、
観
智
院
本
の
呉
音
と
和
音
の
唇
音
字
に
着
目
し
て
、
呉
音
と
和
音
に
は
「
相

当
の
差
異
が
あ
る
」（
一
二
二
頁
）
と
さ
れ
た
。
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田
尻
英
三
（
一
九
七
二
）
は
、
図
書
寮
本
の
和
音
注
の
三
内
韻
尾
、
三
内
入
声
、
声
調
を
調
査
し
、
観

智
院
本
の
呉
音
と
和
音
は
、
漢
字
注
と
仮
名
注
で
あ
る
た
め
別
次
元
の
意
味
を
持
つ
と
さ
れ
た
が
、
和
音

の
語
形
や
声
調
は
呉
音
に
属
す
と
述
べ
た
。

高
松
（
一
九
七
三
）
は
、『
大
般
若
経
字
抄
』
の
音
注
を
詳
細
に
検
討
し
、『
類
聚
名
義
抄
』
に
お
け
る

呉
音
と
和
音
の
小
異
は
、「
両
者
の
体
系
的
な
対
立
の
一
端
を
覗
か
せ
る
も
の
で
は
な
く
し
て
、
実
は
同

じ
も
の
の
偶
々
の
ゆ
れ
」（
五
〇
頁
）
で
あ
り
、
両
者
相
同
と
さ
れ
た
。

沼
本
（
一
九
八
二
、
第
一
部
第
二
章
）
は
、
図
書
寮
本
『
類
聚
名
義
抄
』
の
「
真
云
」
和
音
注
が
大
般

若
経
読
誦
音
で
あ
る
こ
と
を
導
き
、「「
真
云
」「
公
云
」
と
し
て
示
さ
れ
た
音
注
は
、
共
に
大
般
若
経
読

誦
音
と
し
て
一
元
的
に
把
握
し
得
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
付
加
的
に
出
現
す
る
「
和
音
」「
呉

音
」
と
い
う
名
称
の
相
違
は
本
質
的
な
意
味
を
何
ら
有
し
て
い
な
い
」（
二
二
五
頁
）
と
さ
れ
た
。
ま
た

観
智
院
本
の
和
音
注
は
「
図
書
寮
本
真
興
和
音
を
通
し
て
の
大
般
若
経
読
誦
音
の
上
に
、
そ
こ
に
無
い
も

の
を
法
華
経
読
誦
音
で
部
分
的
に
補
う
と
い
う
性
格
」（
二
二
三
頁
）
を
持
ち
、
大
般
若
経
読
誦
音
と
編

者
の
増
補
（
法
華
経
読
誦
音
が
含
ま
れ
る
）
と
を
含
む
複
層
性
の
上
に
成
り
立
つ
と
述
べ
た
。

望
月
郁
子
（
一
九
九
二
、
第
一
部
第
五
章
（

））
は
、
大
般
若
経
音
義
と
法
華
経
音
義
を
用
い
て
、『
類

10

聚
名
義
抄
』
の
和
音
注
の
被
注
字
が
大
般
若
経
字
彙
か
法
華
経
字
彙
か
を
調
査
し
、
観
智
院
本
の
和
音
注

が
「
法
華
経
字
彙
に
集
中
し
て
現
れ
る
傾
向
が
顕
著
」（
五
一
五
頁
）
で
あ
る
こ
と
を
導
き
、
観
智
院
本

は
、
法
華
経
の
読
誦
音
を
示
す
こ
と
が
第
一
の
意
図
で
あ
る
と
さ
れ
た
。こ
の
こ
と
か
ら
、和
音
注
と
「
呉

音
注
と
に
区
別
が
な
い
と
見
る
の
は
誤
り
で
あ
る
」（
五
二
二
頁
）
と
述
べ
た
。

沖
森
卓
也
（
一
九
八
二
）
は
、
法
華
経
読
誦
音
と
観
智
院
本
の
和
音
を
比
較
し
、
両
者
の
声
調
体
系
が

近
い
こ
と
を
導
き
、
法
華
経
読
誦
音
と
一
致
し
な
い
も
の
に
呉
音
と
和
音
と
い
う
異
な
っ
た
名
称
の
並
存

す
る
要
因
の
一
つ
が
あ
る
と
さ
れ
た
。

山
本
秀
人
（
一
九
八
九
）
は
、
高
山
寺
本
が
呉
音
を
表
示
し
和
音
を
表
示
し
な
い
こ
と
か
ら
、
呉
音
と

和
音
が
「
字
音
の
内
実
と
し
て
は
同
等
で
あ
っ
て
も
、
高
山
寺
本
の
編
者
の
認
識
と
し
て
は
別
物
で
あ
っ

た
」（
一
一
頁
）
と
さ
れ
た
。

以
上
主
要
な
先
行
研
究
を
概
観
し
た
が
、『
類
聚
名
義
抄
』
の
呉
音
注
と
和
音
注
に
関
し
て
、
渡
辺
修

氏
、
望
月
氏
、
山
本
氏
は
呉
音
と
和
音
が
異
な
る
と
し
、
高
松
氏
、
沼
本
氏
は
呉
音
と
和
音
が
同
じ
と
す

る
（
他
の
氏
は
判
断
の
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
今
は
措
く
（

））。
11

『
類
聚
名
義
抄
』
の
編
者
が
呉
音
と
和
音
を
同
一
と
考
え
て
い
た
か
否
か
と
い
う
問
題
を
解
決
す
る
に

は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。
こ
の
問
題
の
本
質
は
、『
類
聚
名
義
抄
』
に
お
け
る
呉
音
と
和
音
が
、
中
古
音

と
比
較
す
る
な
ど
の
統
計
に
お
い
て
僅
か
な
差
異
し
か
見
ら
れ
ず
内
実
と
し
て
同
じ
と
考
え
ら
れ
る
一

方
、『
類
聚
名
義
抄
』
が
呉
音
と
和
音
の
二
つ
の
表
示
を
残
す
か
ら
に
は
両
者
に
何
か
違
い
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
上
問
題
を
複
雑
に
す
る
の
は
、
図
書
寮
本
に
お
い
て
呉
音
（
公
云
）
と
和

音
（
真
云
）
は
共
に
大
般
若
経
を
中
心
と
し
た
読
誦
音
を
表
す
（
そ
の
た
め
呉
音
と
和
音
を
呼
び
分
け
る

理
由
が
不
明
で
あ
る
）が
、改
編
本
に
お
け
る
和
音
注
は
図
書
寮
本
由
来
の
大
般
若
経
読
誦
音
に
加
え
て
、

法
華
経
の
読
誦
音
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
交
じ
る
（
望
月
一
九
七
九
、
沼
本
一
九
八
二
等
）
と
い
う
点
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
改
編
本
の
呉
音
と
和
音
は
出
典
の
異
な
り
に
よ
る
区
別
で
な
く
、
ま
た
大
般
若
経

読
誦
音
と
法
華
経
読
誦
音
に
よ
る
区
別
で
も
な
い
。
も
し
『
類
聚
名
義
抄
』
に
呉
音
と
和
音
と
い
う
二
つ

の
表
示
が
存
在
す
る
理
由
が
判
明
す
れ
ば
、
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
糸
口
が
掴
め
る
と
考
え
ら
れ
る
。

改
編
本
の
和
音
注
は
、
原
撰
本
の
大
般
若
経
読
誦
音
を
継
承
す
る
も
の
（
以
後
こ
の
和
音
注
を
「
原
撰

本
継
承
和
音
」
と
呼
ぶ
）
と
、
法
華
経
読
誦
音
を
中
心
と
し
て
増
補
し
た
も
の
（
以
後
こ
の
和
音
注
を
「
改
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編
本
増
補
和
音
」
と
呼
ぶ
）
の
二
種
類
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
原
撰
本
と
改
編
本
で
和
音
注
の
付
さ
れ
る

被
注
字
が
一
致
す
る
も
の
を
原
撰
本
継
承
和
音
と
し
、
原
撰
本
の
被
注
字
に
和
音
注
が
な
く
、
改
編
本
の

被
注
字
に
和
音
注
が
あ
る
も
の
を
改
編
本
増
補
和
音
と
す
る
（

）。
こ
の
点
に
留
意
し
た
上
で
、
ま
ず
原

12

撰
本
か
ら
改
編
本
へ
と
和
音
注
が
改
編
さ
れ
る
様
相
を
見
て
い
き
（
二
章
）、
次
に
改
編
本
諸
本
間
で
の

和
音
注
の
様
相
を
見
て
い
く
（
三
章
）。
そ
の
中
で
増
補
さ
れ
た
和
音
注
が
大
般
若
経
出
現
字
か
法
華
経

出
現
字
か
を
調
査
し
て
、こ
の
問
題
を
捉
え
て
い
く
。
最
後
に
、
こ
れ
ま
で
の
和
音
注
の
調
査
結
果
か
ら
、

改
編
本
の
系
統
や
祖
本
に
つ
い
て
考
察
す
る
（
四
章
）。

二
、
原
撰
本
『
類
聚
名
義
抄
』
と
改
編
本
『
類
聚
名
義
抄
』
と
の
和
音
注
の
比
較

１
呉
音
注
と
和
音
注
が
一
方
へ
統
合
さ
れ
る
こ
と
の
考
察

は
じ
め
に
、
原
撰
本
と
改
編
本
の
間
で
呉
音
注
と
和
音
注
を
比
較
す
る
。
原
撰
本
で
あ
る
図
書
寮
本
は

零
本
の
た
め
、
原
撰
本
と
改
編
本
が
比
較
可
能
な
の
は
、
観
智
院
本
法
上
・
法
中
帖
と
蓮
成
院
本
中
一
帖

の
一
部
（
水
部
、
冫
部
、
言
部
）
で
あ
る
（

）。
13

当
該
範
囲
の
和
音
注
は
図
書
寮
本
で
二
五
七
例
、
観
智
院
本
で
三
六
四
例
、
蓮
成
院
本
残
存
部
で
一
〇

七
例
で
あ
る
。
観
智
院
本
の
和
音
注
の
中
で
原
撰
本
継
承
和
音
は
一
四
四
例
、
改
編
本
増
補
和
音
は
二
二

〇
例
で
あ
る
（

）。
14

ま
た
当
該
範
囲
の
呉
音
注
は
図
書
寮
本
で
九
三
例
、観
智
院
本
で
五
七
例
、蓮
成
院
本
残
存
部
で
一
四
例

で
あ
る
。当
該
範
囲
の
観
智
院
本（
改
編
本
）の
呉
音
注
の
被
注
字
は
、図
書
寮
本
と
全
て
一
致
し
、和
音
で

の
用
語
を
援
用
す
れ
ば
全
例
が「
原
撰
本
継
承
呉
音
」で
あ
っ
て
、「改
編
本
増
補
呉
音
」は
存
在
し
な
い（
）。
15

図
書
寮
本
で
は
和
音
注
の
数
は
呉
音
注
の
数
の
三
倍
弱
（
二
・
八
倍
）
で
あ
っ
た
が
、
観
智
院
本
で
は

和
音
注
の
数
が
呉
音
注
の
数
の
六
倍
以
上
（
六
・
四
倍
）
で
あ
る
。
原
撰
本
か
ら
改
編
本
に
改
編
さ
れ
る

に
あ
た
っ
て
、
呉
音
は
そ
の
数
を
減
じ
、
和
音
は
そ
の
数
を
増
し
て
い
る
。
こ
れ
は
改
編
本
が
増
補
し
た

呉
音
注
の
被
注
字
が
存
在
せ
ず
、
改
編
本
の
増
補
し
た
和
音
注
の
被
注
字
が
非
常
に
多
く
存
す
る
と
い
う

こ
と
が
関
係
し
て
い
る
。改
編
本
の
編
者
は
呉
音
の
増
補
を
行
わ
ず
、和
音
の
増
補
の
み
を
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
一
種
の
使
い
分
け
の
よ
う
に
思
わ
れ
、
呉
音
と
和
音
が
異
な
る
こ
と
の
証
左
た
り
う
る
が
、
改
編

本
（
観
智
院
本
及
び
蓮
成
院
本
）
の
編
者
が
和
音
に
表
記
を
統
一
し
よ
う
と
し
た
結
果
生
じ
る
現
象
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

ま
ず
、
呉
音
と
和
音
を
異
な
る
も
の
と
考
え
さ
せ
る
原
因
で
あ
る
と
こ
ろ
の
、
同
じ
被
注
字
に
対
し
て

呉
音
注
と
和
音
注
の
両
方
が
載
る
例
を
見
て
い
く
。
図
書
寮
本
で
一
つ
の
被
注
字
に
呉
音
注
と
和
音
注
の

両
方
が
載
る
例
は
三
八
例
で
あ
る
。
原
撰
本
の
こ
れ
ら
の
例
に
対
し
、
改
編
本
で
ど
の
よ
う
な
音
注
が
当

て
ら
れ
る
か
を
検
討
す
る
。

望
月（
一
九
七
九
）は
、図
書
寮
本
が「
公
云
」「
真
云
」と
し
て
区
別
し
て
い
る
音
注
を
改
編
本
が
一
方
に

統
合
し
た
例
に
言
及
し
た
。こ
の
指
摘
を
踏
ま
え
、図
書
寮
本
と
対
照
可
能
な
部
分（
観
智
院
本
の
法
上
・

法
中
帖
）を
調
査
す
れ
ば
九
例
が
見
ら
れ
る（
蓮
成
院
本
は
二
例
）。例
え
ば
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
（

）。
16

・
図
書
寮
本
「
漑
灌
」（
九
４
）

「
上
応
云
歌
賚
（
去
）

反
︱
灌
也
謂
灌
注
也

東
云
滌
湲
也
沈
︱
條
流
貌

玉
云
畫
也
又
音
既
（
去
）

呉
音
公
云
蓋
（
去
）

ソ
ヽ
ク
（
上
上
○
）

真
云
又
キ
（
以
下
「
灌
」
字
の
注
な
の
で
略
）」

・
観
智
院
本
「
漑
」（
法
上
二
五
８
）
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「
古
氏
反

又
既
音

マ
カ
ス

水
ソ
ヽ
ク

水
マ
カ
ス

ソ
ヽ
ク
（
上
上
○
）

ヒ
ヲ

ア
ラ
フ

呉
音

蓋
又
キ
」（
）
17

・
図
書
寮
本
「
慊
︱
（
恒
）」（
二
五
一
７
）

「
応
云
苦
簟
（
上
）

反
︱
厭
也
厭
足
也
快
也
（
中
略
）
真
云
切
恨
也
疑
也
或
嫌
憎
︱
也
恨
也
通
用

公

云
音
釼
（
去
）

恨
也

真
云
ケ
ム
（
平
平
）」

・
観
智
院
本
「
慊
」（
法
中
二
二
八
６
）

「
下
兼
反

ウ
タ
カ
フ
（
上
上
○
○
）

キ
ラ
フ

ソ
ネ
ム

嫌
二
正

ウ
ラ
ム

ネ
カ
フ

苦
簟
（
上
）

反

厭

呉
釼
又
平
」（
）
18

後
者
「
慊
」
の
例
は
、
図
書
寮
本
で
「
公
云
音
釼
」
が
去
声
で
あ
る
の
と
、「
真
云
ケ
ム
」
が
平
声
で

あ
る
の
を
一
つ
の
注
に
統
合
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
例
が
複
数
存
在
す
る
の
は
、
改
編

本
の
編
者
が
呉
音
注
（
公
云
）
と
和
音
注
（
真
云
）
は
同
一
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を

裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
（

）。
こ
の
九
例
の
内
、
八
例
が
和
音
を
呉
音
の
中
に
統
合
し
た
も
の
で
あ
り
、

19

一
例
が
呉
音
を
和
音
の
中
に
統
合
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
一
例
は
、
観
智
院
本
「
填
」
字
（
法
中
一
八

二
８
）
の
「
和
音
傳
テ
ム
」
で
あ
る
（

）。こ
れ
は
図
書
寮
本
「
填
彩
」（
二
一
五
６
）の「
公
云
音
傳
（
去
濁
）」

20

と
「
真
云
テ
ン
（
平
平
）」

を
統
合
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
図
書
寮
本
で
一
つ
の
被
注
字
に
「
公
云
」
と
「
真
云
」「
行
円
云
」
の
両
音
注
を
持

つ
三
八
例
中
の
九
例
が
一
方
へ
統
合
さ
れ
た
音
注
で
あ
る
。
そ
の
他
の
例
は
、
以
下
の
Ｂ
～
Ｅ
の
四
つ
の

パ
タ
ー
ン
に
大
別
で
き
る
。

Ａ
、
観
智
院
本
で
一
方
の
注
に
統
合
さ
れ
る
も
の

九
例
（
前
述
）

Ｂ
、
観
智
院
本
で
呉
音
注
の
み
が
残
る
も
の

一
五
例

（
例
）「
慴
」（
二
五
八
４
）「
公
云
音
攝
（
入
）」「

真
云
セ
フ
（
○
平
）」

↓
（
法
中
二
二
五
１
）「
呉
攝
」

Ｃ
、
観
智
院
本
で
和
音
注
の
み
が
残
る
も
の

九
例

（
例
）「
濡
」（
二
三
２
）「
呉
音
公
云
儒
（
平
）」「

行
円
云
︱
（
去
）」

↓
（
法
上
九
７
）「
和
又
去
」

Ｄ
、
観
智
院
本
で
呉
音
注
と
和
音
注
の
両
方
が
記
載
さ
れ
な
い
も
の

四
例

（
例
）「
漬
」（
一
一
４
）「
呉
音
公
云
四
（
平
）」「

真
云
シ
（
平
／
去
）」

↓
（
法
上
二
七
４
）

Ｅ
、
観
智
院
本
で
呉
音
注
と
和
音
注
の
両
方
が
記
載
さ
れ
る
も
の

一
例

（
前
例
の
「
謔
」）

こ
の
結
果
か
ら
、
図
書
寮
本
で
呉
音
注
と
和
音
注
の
両
音
注
を
持
つ
も
の
が
観
智
院
本
で
継
続
し
て
両
音

注
を
持
つ
も
の
は
、
わ
ず
か
一
例
で
あ
っ
て
、
他
は
呉
音
注
の
み
又
は
和
音
注
の
み
（
或
い
は
両
音
注
と

も
記
載
さ
れ
な
い
）
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
観
智
院
本
（
改
編
本
）
の
編
者
は
呉
音
注
と
和

音
注
の
両
者
を
同
時
に
掲
出
す
る
こ
と
を
避
け
、ど
ち
ら
か
一
方
に
限
定
し
よ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
一
字
に
呉
音
注
と
和
音
注
の
両
方
の
注
が
あ
る
と
（
現
に
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
）
混
乱
を
き
た

す
の
で
、
そ
れ
を
避
け
る
意
図
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
の
傍
証
と
し
て
、
観

智
院
本
の
法
上
・
法
中
帖
で
、
一
つ
の
被
注
字
に
呉
音
注
と
和
音
注
の
両
音
注
を
持
つ
も
の
は
、
前
掲

「
謔
」
と
「
注
」（
法
上
四
一
１
）
の
「
和
チ
ウ
」「
呉
趣
」
の
わ
ず
か
二
例
の
み
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
る
（

）。
先
の
改
編
本
が
和
音
注
の
み
を
増
補
す
る
理
由
も
、
呉
音
注
と
和
音
注
の
両
方
を
増
補
す

21

る
と
混
乱
が
生
じ
る
た
め
、
和
音
注
に
限
定
し
よ
う
と
し
た
こ
と
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
原
撰
本
が
一
つ
の
被
注
字
に
「
公
云
（
呉
音
）」「
真
云
（
和
音
）」
の
両
音
注
を
掲
げ
る
こ
と
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の
み
で
は
、
図
書
寮
本
の
編
者
が
呉
音
と
和
音
を
異
な
る
も
の
と
考
え
て
い
た
こ
と
に
な
ら
な
い
。
正
音

注
（
漢
音
注
）
に
複
数
の
反
切
や
同
音
字
注
が
付
さ
れ
る
こ
と
は
普
通
で
あ
る
し
、
基
本
的
に
公
任
の
同

音
字
注
は
、
注
字
を
呉
音
で
読
め
ば
被
注
字
の
呉
音
と
な
り
、
注
字
を
漢
音
で
読
め
ば
被
注
字
の
漢
音
と

な
る
と
考
え
ら
れ
る
（
沼
本
一
九
七
八
）
か
ら
、
漢
音
と
呉
音
を
両
立
し
た
音
注
で
あ
る
。「
公
云
」
と

「
真
云
」
の
引
用
態
度
や
用
語
の
違
い
は
、
呉
音
注
が
こ
の
よ
う
な
同
音
字
注
を
付
し
（
表
記
が
漢
文
注

と
近
い
）、
和
音
注
が
主
に
仮
名
音
注
を
付
す
（
表
記
が
和
訓
と
近
い
）
こ
と
に
よ
る
と
も
考
え
ら
れ
る

し
、
吉
田
（
一
九
五
四
）
の
述
べ
る
よ
う
に
南
都
（
真
興
）
北
嶺
（
公
任
、
公
任
が
天
台
宗
と
近
い
こ
と

は
渡
辺
修
一
九
五
三
参
照
）
の
違
い
と
も
考
え
ら
れ
る
（

）。
な
お
検
討
の
必
要
は
あ
る
が
、
両
者
を
「
大

22

般
若
経
を
読
む
た
め
の
音
注
」
と
認
識
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
に
矛
盾
は
し
な
い
。

２
改
編
本
増
補
和
音
の
被
注
字
選
択
と
大
般
若
経
・
法
華
経

改
編
本
の
和
音
に
法
華
経
が
関
わ
る
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
（
望
月
一
九
七
九
、
沼
本
一
九
八

二
、
望
月
一
九
九
二
）。
望
月
氏
は
観
智
院
本
の
和
音
注
と
法
華
経
単
字
及
び
法
華
経
音
義
、
大
般
若
経

音
義
と
の
対
照
を
行
い
、
沼
本
氏
は
両
音
字
に
関
す
る
調
査
を
行
っ
た
。
た
だ
、
改
編
本
『
類
聚
名
義
抄
』

の
和
音
注
は
原
撰
本
由
来
の
大
般
若
経
読
誦
音
も
残
存
す
る
の
で
、
法
華
経
の
影
響
を
示
す
た
め
に
は
、

大
般
若
経
出
現
字
で
な
く
法
華
経
出
現
字
で
あ
る
例
を
多
く
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
沼
本
（
一
九

八
二
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
法
華
経
出
現
字
が
大
般
若
経
出
現
字
に
収
ま
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
で
あ

る
。
法
華
経
は
八
巻
、
大
般
若
経
は
六
〇
〇
巻
で
あ
り
、
大
般
若
経
音
義
は
法
華
経
音
義
よ
り
簡
単
な
字

を
捨
象
す
る
可
能
性
が
高
く
、
音
義
書
の
対
照
だ
け
で
は
調
査
と
し
て
不
十
分
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
和

音
注
が
付
さ
れ
る
被
注
字
ご
と
に
大
般
若
経
と
法
華
経
を
対
照
し
、
そ
の
被
注
字
が
出
現
す
る
か
を
確
か

め
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
手
間
が
膨
大
で
あ
る
の
で
、
本
稿
で
は
便
宜
上
以
下
の
手
法
を
と
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
二
氏
と
異
な
る
手
法
で
よ
り
詳
細
な
調
査
を
行
い
、
改
編
本
の
和
音
に
ど
の
程
度
大
般
若
経

と
法
華
経
が
関
わ
る
か
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

ま
ず
、
図
書
寮
本
と
観
智
院
本
（
法
上
・
法
中
帖
）
の
全
て
の
和
音
を
抜
き
出
し
、
そ
れ
ら
を
対
照
し

て
、
ア
図
書
寮
本
の
み
に
和
音
注
が
掲
載
さ
れ
る
も
の
（
一
一
三
例
）、
イ
原
撰
本
継
承
和
音
（
図
書
寮

本
と
観
智
院
本
で
同
じ
被
注
字
に
和
音
注
が
付
さ
れ
る
も
の
、
一
四
四
例
）、
ウ
改
編
本
増
補
和
音
（
観

智
院
本
の
み
に
和
音
注
が
掲
載
さ
れ
る
も
の
、
二
二
〇
例
）
に
分
け
る
。

〈
大
般
若
経
出
現
字
で
あ
る
か
ど
う
か
の
調
査
〉（
）
23

安
田
八
幡
宮
蔵
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』（
東

保
和
一
九
七
一
、
東

・
岡
野
二
〇
〇
七
）
を
用
い
、

音
注
が
付
さ
れ
て
い
る
か
を
調
査
す
る
。ま
た
、「
Ｓ
Ａ
Ｔ
大
正
新
脩
大
藏
經
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
版
」

2018

を
用
い
て
「（
被
注
字
）

大
般
若
波
羅
蜜
多
経
」
と
検
索
し
（
例
え
ば
「
汎

大
般
若
波
羅
蜜
多
経
」、

「
漑

大
般
若
波
羅
蜜
多
経
」）、
大
般
若
経
に
出
現
す
る
か
を
調
査
す
る
（
大
般
若
経
の
序
は
除
く
）。

以
上
の
調
査
で
大
般
若
経
に
出
現
し
な
い
と
さ
れ
た
字
に
関
し
て
、『
慧
琳
一
切
経
音
義
』
巻
一
～
巻

八
、『
大
般
若
経
字
抄
』
で
被
注
字
と
な
っ
て
い
る
も
の
を
大
般
若
経
出
現
字
と
し
、
最
後
ま
で
残
っ
た

字
を
、
便
宜
上
大
般
若
経
に
出
現
し
な
い
字
と
す
る
。

〈
法
華
経
出
現
字
で
あ
る
か
ど
う
か
の
調
査
〉（
）
24

『
法
華
経
単
字
』
及
び
島
田
友
啓
（
一
九
六
四
）
を
用
い
、
音
注
が
付
さ
れ
て
い
る
か
を
調
査
す
る
。

ま
た
、「
Ｓ
Ａ
Ｔ
大
正
新
脩
大
藏
經
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
版
」
を
用
い
て
「（
被
注
字
）

妙
法
蓮

2018

華
経
」
と
検
索
し
（
例
え
ば
「
水

妙
法
蓮
華
経
」、「
法

妙
法
蓮
華
経
」）、
法
華
経
に
出
現
す
る
か
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を
調
査
す
る
（
法
華
経
の
序
は
除
く
）。

以
上
の
調
査
で
法
華
経
に
出
現
し
な
い
と
さ
れ
た
字
に
関
し
て
、仲
算
撰
『
妙
法
蓮
華
経
釈
文
』で
被
注
字

と
な
っ
て
い
る
も
の
を
法
華
経
出
現
字
と
し
、最
後
ま
で
残
っ
た
字
を
便
宜
上
法
華
経
に
出
現
し
な
い
字
と
す
る
。

結
果
を
以
下
に
示
す
。
図
書
寮
本
（
エ
）
と
観
智
院
本
法
上
・
法
中
帖
（
オ
）
の
全
和
音
の
比
率
も
合

わ
せ
掲
げ
る
（
表
１
参
照
）。

ア
図
書
寮
本
の
み
に
和
音
注
が
掲
載
さ
れ
る
も
の
（
一
一
三
例
）

大
般
若
経
出
現
字
か
つ
法
華
経
出
現
字

三
四
例
（
三
〇
・
一
％
）

大
般
若
経
出
現
字
で
あ
り
法
華
経
出
現
字
で
な
い

六
四
例
（
五
六
・
六
％
）

大
般
若
経
出
現
字
で
な
く
法
華
経
出
現
字
で
あ
る

二
例
（
一
・
八
％
）

大
般
若
経
に
も
法
華
経
に
も
現
れ
な
い

一
三
例
（
一
一
・
五
％
）

↓
大
般
若
経
出
現
字

九
八
例
（
八
六
・
七
％
）

法
華
経
出
現
字

三
六
例
（
三
一
・
九
％
）

イ
原
撰
本
継
承
和
音
（
一
四
四
例
）

大
般
若
経
出
現
字
か
つ
法
華
経
出
現
字

七
七
例
（
五
三
・
五
％
）

大
般
若
経
出
現
字
で
あ
り
法
華
経
出
現
字
で
な
い

五
一
例
（
三
五
・
四
％
）

大
般
若
経
出
現
字
で
な
く
法
華
経
出
現
字
で
あ
る

一
例
（
〇
・
七
％
）

大
般
若
経
に
も
法
華
経
に
も
現
れ
な
い

一
五
例
（
一
〇
・
四
％
）

↓
大
般
若
経
出
現
字

一
二
八
例
（
八
八
・
八
％
）

法
華
経
出
現
字

七
八
例
（
五
四
・
二
％
）

ウ
改
編
本
増
補
和
音
（
二
二
〇
例
）

大
般
若
経
出
現
字
か
つ
法
華
経
出
現
字

一
七
二
例
（
七
八
・
二
％
）

大
般
若
経
出
現
字
で
あ
り
法
華
経
出
現
字
で
な
い

八
例
（
三
・
六
％
）

大
般
若
経
出
現
字
で
な
く
法
華
経
出
現
字
で
あ
る

三
四
例
（
一
五
・
五
％
）

大
般
若
経
に
も
法
華
経
に
も
現
れ
な
い

六
例
（
二
・
七
％
）

↓
大
般
若
経
出
現
字

一
八
〇
例
（
八
一
・
八
％
）

法
華
経
出
現
字

二
〇
六
例
（
九
三
・
六
％
）

エ
図
書
寮
本
の
和
音
（
ア
＋
イ
）（
二
五
七
例
）

大
般
若
経
出
現
字
か
つ
法
華
経
出
現
字

一
一
一
例
（
四
三
・
二
％
）

大
般
若
経
出
現
字
で
あ
り
法
華
経
出
現
字
で
な
い
一
一
五
例
（
四
四
・
七
％
）

大
般
若
経
出
現
字
で
な
く
法
華
経
出
現
字
で
あ
る

三
例
（
一
・
二
％
）

大
般
若
経
に
も
法
華
経
に
も
現
れ
な
い

二
八
例
（
一
〇
・
九
％
）

↓
大
般
若
経
出
現
字

二
二
六
例
（
八
七
・
九
％
）

法
華
経
出
現
字

一
一
四
例
（
四
四
・
四
％
）

オ
観
智
院
本
の
和
音
（
イ
＋
ウ
）（
三
六
四
例
）

大
般
若
経
出
現
字
か
つ
法
華
経
出
現
字

二
四
九
例
（
六
八
・
四
％
）

大
般
若
経
出
現
字
で
あ
り
法
華
経
出
現
字
で
な
い

五
九
例
（
一
六
・
二
％
）

大
般
若
経
出
現
字
で
な
く
法
華
経
出
現
字
で
あ
る

三
五
例
（
九
・
六
％
）

大
般
若
経
に
も
法
華
経
に
も
現
れ
な
い

二
一
例
（
五
・
八
％
）

↓
大
般
若
経
出
現
字

三
〇
八
例
（
八
四
・
六
％
）

法
華
経
出
現
字

二
八
四
例
（
七
八
・
〇
％
）
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ま
た
、
図
書
寮
本
の
呉
音
注
の
被
注
字
（
九
三
例
）
は
全
て

が
大
般
若
経
出
現
字
で
あ
り
、
法
華
経
出
現
字
は
一
六
例
（
一

七
・
二
％
）
で
あ
る
。
観
智
院
本
の
呉
音
注
の
被
注
字
（
五
七

例
）
は
全
て
が
大
般
若
経
出
現
字
で
あ
り
、
法
華
経
出
現
字
は

九
例
（
一
五
・
八
％
）
で
あ
る
。

ア
と
イ
の
「
法
華
経
出
現
字
」
を
比
較
す
る
と
、
原
撰
本
か

ら
改
編
本
へ
改
編
さ
れ
る
際
、
和
音
注
が
残
さ
れ
る
か
ど
う
か

の
一
因
に
法
華
経
に
出
現
す
る
字
か
否
か
と
い
う
こ
と
が
関
係

し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
イ
と
ウ
の
「
法
華
経
出
現
字
」
を

比
較
す
る
と
、
改
編
本
増
補
和
音
（
ウ
）
の
被
注
字
選
択
は
法

華
経
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
ま
た
、
原
撰
本
継

承
和
音
（
イ
）
と
改
編
本
増
補
和
音
（
ウ
）
は
「
大
般
若
経
出

現
字
」
の
比
率
も
非
常
に
高
い
。
原
撰
本
は
主
と
し
て
「
大
般

若
経
出
現
字
」
を
和
音
と
し
た
こ
と
に
対
し
、
改
編
本
は
大
般

若
経
と
法
華
経
の
両
経
典
に
出
現
す
る
字
を
和
音
と
し
て
重
視

し
た
こ
と
が
窺
え
る
。

た
だ
し
、
和
音
注
が
付
さ
れ
る
被
注
字
に
は
「
大
般
若
経
に

も
法
華
経
に
も
現
れ
な
い
」
字
が
存
在
し
、
法
華
経
に
現
れ
る

字
が
、
必
ず
し
も
改
編
本
で
和
音
注
を
持
つ
わ
け
で
は
な
い
の

で
、
大
般
若
経
と
法
華
経
以
外
の
要
因
も
考
え
る
必
要
が
あ
る

こ
と
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
、
改
編
本
増
補

和
音
は
、
法
上
か
ら
見
て
い
く
と
「
水
」「
法
」「
海
」「
源
」「
江
」

と
出
て
来
る
が
、
原
撰
本
の
和
音
が
「
汎
（
泛
）」「
濟
」「
漑
」

「
灌
」「
灑
」
と
出
て
く
る
こ
と
と
比
べ
て
、
一
般
的
に
使
用
さ

れ
る
字
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
例
え
ば
「
漑
」
は
大
般
若

経
で
「
漑
灌
」
の
用
例
の
み
見
ら
れ
る
な
ど
）。
改
編
本
で
は
、

大
般
若
経
や
法
華
経
に
出
現
す
る
字
を
中
心
と
し
て
、
大
般
若

経
や
法
華
経
以
外
の
仏
典
に
現
れ
る
字
に
も
和
音
注
を
付
し
、

和
音
注
が
増
補
さ
れ
て
い
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
（

）。
25

改
編
本
の
編
者
が
呉
音
と
和
音
を
同
一
と
考
え
て
い
た
か
否

か
と
い
う
問
題
は
、
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

呉
音
と
和
音
の
表
す
音
が
共
に
呉
音
系
の
字
音
で
あ
る
こ
と

αに
加
え
て
、
原
撰
本
か
ら
改
編
本
に
改
編
さ
れ
る
際
に
、「
公
云
」

「
真
云
」（「
行
円
云
」）
注
が
一
方
に
統
合
さ
れ
る
こ
と
、
同
じ

被
注
字
に
呉
音
注
と
和
音
注
の
両
方
を
載
せ
る
こ
と
を
避
け
る

傾
向
が
あ
る
こ
と
か
ら
同
一
と
考
え
ら
れ
る
。

改
編
本
の
呉
音
は
被
注
字
の
増
補
が
な
く
、
原
撰
本
の
「
公

β云
」
注
を
継
承
す
る
の
で
、『
大
般
若
経
字
抄
』
由
来
の
大
般
若

経
読
誦
音
を
反
映
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
改
編
本
の
和
音
は
、

表 1 原撰本と改編本の比較調査結果 用例数
大般若経出現字かつ 大般若経出現字であり法 大般若経出現字でなく法 大般若経にも法華経 大般若経 法華経
法華経出現字（％） 華経出現字でない（％） 華経出現字である（％） にも現れない（％） 出現字（％） 出現字（％）

ア（図書寮本のみに和音注が掲載されるもの） 113 30.1 56.6 1.8 11.5 86.7 31.9
イ（原撰本継承和音） 144 53.5 35.4 0.7 10.4 88.8 54.2
ウ（改編本増補和音） 220 78.2 3.6 15.5 2.7 81.8 93.6
エ（図書寮本の和音） 257 43.2 44.7 1.2 10.9 87.9 44.4
オ（観智院本法上・法中帖の和音） 364 68.4 16.2 9.6 5.8 84.6 78.0
図書寮本の呉音 93 100.0 17.2
観智院本法上・法中帖の呉音 57 100.0 15.8
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原
撰
本
継
承
和
音
（
基
本
的
に
『
大
般
若
経
音
訓
』
由
来
の
大
般
若
経
読
誦
音
を
反
映
す
る
）
と
改
編
本

増
補
和
音
（
大
般
若
経
に
加
え
て
法
華
経
な
ど
の
影
響
が
あ
る
）
が
合
わ
さ
っ
て
お
り
（

）、
呉
音
の
様

26

相
と
異
な
る
た
め
相
違
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
観
智
院
本
の
呉
音
と
和
音
は
矛
盾
し
た
性
格
を
有
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

と

が
同
一

α

β

人
物
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
に
原
因
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
問
題
は

と
α

β

が
別
の
人
物
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
営
為
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
で
解
決
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、

が
改
編

α

本
共
通
祖
本
（
原
撰
本
か
ら
改
編
本
に
改
編
さ
れ
た
最
も
は
じ
め
の
改
編
本
、
渡
邊
實
一
九
六
〇
は
一
巻

四
〇
部
首
を
収
め
る
三
巻
編
成
と
推
定
）
の
編
者
に
よ
る
も
の
、

が
観
智
院
本
祖
本
及
び
蓮
成
院
本
祖

β

本
の
編
者
に
よ
る
も
の
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
次
に
改
編
本
の
諸
本

間
で
和
音
注
の
比
較
を
行
い
た
い
。

三
、
改
編
本
諸
本
間
で
の
和
音
注
の
比
較

１
高
山
寺
本
の
和
音
注

次
に
、
改
編
本
諸
本
間
で
呉
音
注
と
和
音
注
を
比
較
す
る
。
西
念
寺
本
と
宝
菩
提
院
本
は
観
智
院
本
と

近
い
関
係
に
あ
る
の
で
今
は
措
き
、
観
智
院
本
、
高
山
寺
本
（

）、
蓮
成
院
本
の
呉
音
注
と
和
音
注
を
対

27

象
と
す
る
。
高
山
寺
本
と
蓮
成
院
本
は
零
本
な
の
で
、
こ
の
三
本
が
対
照
で
き
る
の
は
観
智
院
本
の
仏

上
・
仏
中
帖
で
あ
る
。
観
智
院
本
を
基
準
と
す
る
と
、
高
山
寺
本
は
肉
月
部
、
蓮
成
院
本
は
人
部
～
辵
部

と
肉
月
部
の
一
部
を
欠
く
（

）。
蓮
成
院
本
は
こ
の
上
一
帖
に
声
点
が
ほ
と
ん
ど
な
い
点
、
他
の
帖
と
異

28

な
る
。

夙
に
岡
田
希
雄
（
一
九
二
三
、
岡
田
一
九
四
四
第
二
篇
第
一
章
）
に
指
摘
が
あ
る
が
、
高
山
寺
本
の
和

音
注
記
は
「
和
音
」
と
断
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
「
音
」
や
「
又
音
」
な
ど
の
形
式
で
記
さ
れ
て
い
る
（

）。
29

以
下
に
一
例
を
挙
げ
る
。

観
智
院
本
「
位
」（
仏
上
二
五
２
）「
胡
愧
反

ク
ラ
ヰ

イ
カ
タ
（
上
上
上
）

鑄
器

タ
ヽ

ヒ
ラ

ヨ
シ

和
ヰ
（
平
）」

高
山
寺
本
「
位
」（
八
７
）「
胡
愧
反

ク
ラ
ヰ
（
上
上
上
）

ヨ
シ

タ
ヽ

ヒ
ラ

音
ヰ
（
平
）」

蓮
成
院
本
「
位
」（
六
３
）「
胡
愧
反

ク
ラ
ヰ

ヨ
シ

タ
ヽ

ヒ
ラ

和
ヰ
」

ま
た
、
基
本
的
に
蓮
成
院
本
は
、
観
智
院
本
と
同
様
和
音
注
に
「
和
」
表
示
を
付
す
が
、
次
の
例
の
よ
う

に
、
高
山
寺
本
と
同
じ
く
「
又
音
」
な
ど
で
和
音
を
表
示
す
る
こ
と
が
あ
る
。

観
智
院
本
「
翛
」（
仏
上
二
八
３
）「
上
二
俗
下
二
正
又
儵
字

音
叔

和
宿

漢
書
蕭
音

速

疾
也

＼
キ
ユ
」

高
山
寺
本
「
翛
」（
一
〇
７
）「
上
二
俗
下
二
正
又
儵
字

音
叔

速
也

疾
也

又
音
宿

漢
書

蕭
音
」

蓮
成
院
本
「
翛
」（
八
３
）「
上
二
俗
下
二
正
又
儵
字

音
叔
叔
ィ

速
也

疾
也

又
音
宿

漢

書
蕭
音
」
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観
智
院
本
の
仏
上
・
仏
中
帖
に
は
、
和
音
注
が
三
七
三
例
（
肉
月
部
を
除
く
と

三
四
四
例
）
見
ら
れ
る
（

）。
高
山
寺
本
と
観
智
院
本
・
蓮
成
院
本
を
対
照
し
、
観

30

智
院
本
及
び
蓮
成
院
本
の
和
音
注
が
高
山
寺
本
に
も
音
注
と
し
て
存
在
す
る
も
の
は

二
〇
八
例
（
内
観
智
院
本
に
見
え
な
い
も
の
四
例
）
で
あ
る
。
蓮
成
院
本
は
和
音
注

が
二
七
七
例
（
内
観
智
院
本
に
見
え
な
い
も
の
六
例
。肉
月
部
を
除
く
と
二
六
七
例
、

内
観
智
院
本
に
見
え
な
い
も
の
五
例
）
で
あ
る
（
表
２
参
照
）。
観
智
院
本
と
対
照

す
る
と
、
六
五
例
の
和
音
注
が
人
部
～
辵
部
の
欠
損
部
分
に
存
す
る
。
ま
た
、
観
智

院
本
で
は
和
音
注
で
あ
る
が
、
蓮
成
院
本
で
高
山
寺
本
の
よ
う
に
「
和
」
が
冠
せ
ら

れ
な
い
「
音
」「
又
音
」
形
式
の
音
注
と
な
っ
て
い
る
例
（
前
述
）
は
五
例
見
ら
れ

る
（「
躭
／
耽
」（
四
七
５
／
五
二
６
）
は
一
方
が
こ
の
よ
う
な
例
で
、
も
う
一
方
に

和
音
注
が
あ
る
。
他
の
四
例
は
和
音
注
の
数
に
入
れ
て
い
な
い
）（
）。
31

以
上
を
ま
と
め
、
比
較
の
便
宜
上
肉
月
部
を
除
い
た
仏
上
・
仏
中
帖
の
和
音
注
の

数
は
、
観
智
院
本
が
三
四
四
例
、
高
山
寺
本
が
二
〇
八
例
で
、
観
智
院
本
の
和
音
数

は
高
山
寺
本
の
和
音
数
に
比
し
て
か
な
り
多
い
。
蓮
成
院
本
の
欠
損
六
五
例
に
つ
い

て
、
観
智
院
本
で
も
こ
れ
ら
を
数
に
含
め
な
い
場
合
、
観
智
院
本
の
和
音
数
は
二
七
九
例
、
蓮
成
院
本
の

和
音
数
は
二
六
七
例
で
、
観
智
院
本
の
和
音
数
は
蓮
成
院
本
の
和
音
数
よ
り
も
や
や
多
い
。

ま
た
、観
智
院
本
の
仏
上
・
仏
中
帖
に
は
呉
音
注
が
三
九
例
（
肉
月
部
を
除
く
と
二
七
例
）見
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
呉
音
注
は
、
欠
損
部
を
除
け
ば
、
蓮
成
院
本
で
は
全
例
、
高
山
寺
本
は
「
匪
」（
六
九
１
）
を
除

い
た
全
例
が
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
高
山
寺
本
で
「
徐
」（
四
六
４
）、「
匡
」（
六
八
６
）
の
二
例
は
「
呉
」

表
示
が
な
く
、「
音
」
表
示
と
な
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
仏
上
・
仏
中
帖
に
お
い
て
三
本
を
対
照
し
た
と
き
、
呉
音
注
は
基
本
的
に
三
本
と
も
共

通
し
て
い
る
が
、
和
音
注
の
数
は
高
山
寺
本
、
蓮
成
院
本
、
観
智
院
本
の
順
で
増
加
す
る
。
高
山
寺
本
は

他
の
二
本
と
比
べ
和
音
数
が
か
な
り
少
な
く
、
観
智
院
本
の
六
割
程
度
（
六
〇
・
五
％
）
し
か
存
在
し
な

い
（

）。
観
智
院
本
と
蓮
成
院
本
は
ほ
と
ん
ど
和
音
注
が
共
通
す
る
が
、
中
に
は
蓮
成
院
本
に
、
和
音
表

32

示
の
な
い
高
山
寺
本
の
形
態
の
音
注
（
五
例
）
が
あ
る
点
、
観
智
院
本
の
和
音
注
が
蓮
成
院
本
と
高
山
寺

本
の
両
者
に
見
え
な
い
例
（
九
例
）
が
あ
る
点
（

）
か
ら
、
蓮
成
院
本
は
観
智
院
本
と
高
山
寺
本
の
中

33

間
的
性
質
を
持
つ
と
言
え
る
。

２
高
山
寺
本
の
和
音
注
と
「
和
」
表
示
は
削
除
さ
れ
た
も
の
か
の
検
討

岡
田
（
一
九
二
三
）
は
、
高
山
寺
本
に
和
音
注
が
少
な
い
点
、
和
音
表
示
が
な
く
「
音
」
表
示
で
あ
る

点
か
ら
、「
高
山
寺
本
の
方
が
観
智
院
本
よ
り
も
先
き
に
出
来
た
も
の
」（
一
七
頁
、
岡
田
一
九
四
四
で

一
八
一
頁
）
と
考
え
た
。
山
本
（
一
九
八
九
）
は
図
書
寮
本
に
和
音
表
示
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
観
智
院
本

や
蓮
成
院
本
の
よ
う
に
和
音
注
を
表
示
す
る
も
の
を
本
来
の
形
と
考
え
、
高
山
寺
本
の
和
音
注
の
「
音
」

表
示
や
和
音
注
の
削
除
を
高
山
寺
本
独
自
の
改
変
と
し
た
。
ま
た
、
観
智
院
本
の
正
音
と
和
音
が
声
調
を

除
い
て
同
音
形
で
あ
る
場
合
、
高
山
寺
本
で
和
音
注
の
削
除
が
多
い
と
述
べ
た
。
以
下
で
は
、
高
山
寺
本

に
和
音
注
が
少
な
く
、
和
音
表
示
さ
れ
な
い
こ
と
が
、
高
山
寺
本
が
も
と
も
と
改
編
本
共
通
祖
本
（
最
も

は
じ
め
の
改
編
本
）
に
あ
っ
た
和
音
を
削
除
し
た
の
か
、
観
智
院
本
や
蓮
成
院
本
が
高
山
寺
本
の
よ
う
な

本
に
和
音
を
増
補
し
た
の
か
、
ど
ち
ら
の
理
由
に
よ
る
か
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
い
。
先
に
結
論
を
言

え
ば
、
観
智
院
本
及
び
蓮
成
院
本
が
、
高
山
寺
本
の
形
態
に
近
い
改
編
本
共
通
祖
本
に
和
音
を
増
補
し
た

表 2 改編本の和音数 和音の総数 肉月部を除
（仏上・仏中帖） く和音数
高山寺本 208 208
蓮成院本 277 267
観智院本 373 344
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と
考
え
ら
れ
る
。

ご
く
自
然
に
考
え
れ
ば
、
辞
書
は
増
補
さ
れ
て
い
く
も
の
で
あ
る
か
ら
、
注
文
が
削
除
さ
れ
る
場
合
そ

れ
相
応
の
理
由
が
必
要
で
あ
る
。
呉
音
と
和
音
は
、
内
実
と
し
て
両
者
呉
音
系
の
字
音
で
あ
る
が
、
先
に

見
た
よ
う
に
呉
音
注
は
「
匪
」
一
例
し
か
削
除
さ
れ
ず
、
和
音
注
は
多
く
の
削
除
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と

は
不
自
然
で
あ
る
。
ま
た
、
当
時
「
和
音
」
は
多
く
の
文
献
に
見
え
る
一
般
的
な
語
で
あ
っ
て
、「
呉
音
」

は
平
安
時
代
後
期
の
藤
原
公
任
撰
『
大
般
若
経
字
抄
』
か
ら
用
い
ら
れ
た
（
馬
淵
一
九
七
七
な
ど
）。
そ

の
た
め
、
図
書
寮
本
に
和
音
表
示
が
見
え
る
か
ら
改
編
本
共
通
祖
本
に
も
和
音
表
示
が
存
在
す
る
と
考
え

る
こ
と
に
は
、
尚
再
考
の
余
地
が
あ
ろ
う
。

ま
た
、
漢
音
と
呉
音
は
、
声
調
以
外
の
音
が
同
じ
で
あ
っ
て
も
、
声
調
が
平
声
と
去
声
で
対
立
す
る
場

合
や
、
清
濁
で
対
立
す
る
場
合
が
多
い
。

・
観
智
院
本
「
邏
」（
仏
上
六
七
２
）「
盧
賀
（
去
）

反

（
和
訓
略
）

和
ラ
（
平
）」

『
廣
韻
』
で
は
「
郎
佐
切
」（
去
声
・
箇
韻
）、
来
母
開
口
。
漢
音
が
去
声
で
和
音
が
平
声
で
あ
る
。

・
観
智
院
本
「
瞬
」（
仏
中
一
八
三
２
）「
音
舜

（
和
訓
略
）
又
作
眴

和
順
（
平
濁
）」

『
廣
韻
』
で
は
「
舒
閏
切
」（
去
声
・
稕
韻
）、
審
母
合
口
。
漢
音
は
去
声
で
清
音
で
あ
り
、
和
音

は
平
声
で
濁
音
で
あ
る
。

こ
の
二
例
は
観
智
院
本
に
和
音
注
が
存
在
し
、
高
山
寺
本
に
は
存
在
し
な
い
例
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

漢
音
と
呉
音
で
声
調
や
清
濁
が
対
立
す
る
例
は
多
く
見
ら
れ
（
声
点
等
が
な
く
て
も
こ
の
よ
う
な
対
立
が

あ
っ
た
可
能
性
は
あ
る
）、
音
が
同
じ
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
和
音
注
が
削
除
さ
れ
た
と
は
考
え
が

た
い
（

）。
34

以
上
の
こ
と
か
ら
、
高
山
寺
本
は
、
正
音
と
和
音
の
音
が
同
じ
で
あ
る
場
合
、
和
音
注
を
削
除
す
る
方

針
で
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
次
節
で
は
、
和
音
注
が
高
山
寺
本
に
少
な
い
点
は
、
高
山
寺
本
が
和

音
注
を
削
除
し
た
の
か
、
後
に
観
智
院
本
・
蓮
成
院
本
で
和
音
注
が
増
補
さ
れ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
を

別
の
面
か
ら
考
察
し
て
い
く
。

３
高
山
寺
本
に
存
在
し
な
い
和
音
注
と
大
般
若
経
・
法
華
経

先
に
原
撰
本
か
ら
改
編
本
に
改
編
さ
れ
る
際
、
和
音
注
が
増
補
さ
れ
る
被
注
字
は
、
大
般
若
経
と
法
華

経
に
共
通
し
て
出
現
す
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
（
二
章
２
節
）。
観
智
院
本
仏
上
・
仏
中
帖
に
原

撰
本
の
存
し
な
い
こ
と
が
惜
し
ま
れ
る
が
、
高
山
寺
本
に
存
在
せ
ず
観
智
院
本
（
及
び
蓮
成
院
本
）
に
存

在
す
る
和
音
注
の
被
注
字
（
次
表
の
キ
）
が
、
大
般
若
経
と
法
華
経
の
両
経
典
に
出
現
す
る
傾
向
が
高
け

れ
ば
、
そ
れ
ら
を
削
除
す
る
こ
と
は
考
え
が
た
い
の
で
、
後
に
観
智
院
本
と
蓮
成
院
本
が
そ
れ
ら
の
和
音

注
を
増
補
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
逆
に
、
そ
れ
ら
の
和
音
注
の
被
注
字
が
、
法
華
経
に
出
現
す
る
傾

向
が
低
け
れ
ば
、
法
華
経
を
重
視
す
る
た
め
、
原
撰
本
由
来
の
大
般
若
経
読
誦
音
を
中
心
に
排
除
し
た
、

す
な
わ
ち
高
山
寺
本
が
そ
れ
ら
の
和
音
注
を
削
除
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

調
査
範
囲
を
観
智
院
本
の
仏
上
・
仏
中
帖
、
高
山
寺
本
、
蓮
成
院
本
上
一
帖
と
し
、
先
に
行
っ
た
調
査

の
手
順
で
、
改
編
本
の
和
音
注
の
付
さ
れ
る
被
注
字
が
大
般
若
経
に
出
現
す
る
か
、
法
華
経
に
出
現
す
る

か
を
調
査
し
た
（
表
３
参
照
）。
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カ
高
山
寺
本
の
和
音
（
二
〇
八
例
）

大
般
若
経
出
現
字
か
つ
法
華
経
出
現
字

一
三
五
例
（
六
四
・
九
％
）

大
般
若
経
出
現
字
で
あ
り
法
華
経
出
現
字
で
な
い

二
九
例
（
一
三
・
九
％
）

大
般
若
経
出
現
字
で
な
く
法
華
経
出
現
字
で
あ
る

二
六
例
（
一
二
・
五
％
）

大
般
若
経
に
も
法
華
経
に
も
現
れ
な
い

一
八
例
（
八
・
七
％
）

↓
大
般
若
経
出
現
字

一
六
四
例
（
七
八
・
八
％
）

法
華
経
出
現
字

一
六
一
例
（
七
七
・
四
％
）

キ
高
山
寺
本
に
存
在
せ
ず
観
智
院
本
に
存
在
す
る
和
音
（
一
四
〇
例
）

大
般
若
経
出
現
字
か
つ
法
華
経
出
現
字

一
〇
六
例
（
七
五
・
七
％
）

大
般
若
経
出
現
字
で
あ
り
法
華
経
出
現
字
で
な
い

二
一
例
（
一
五
・
〇
％
）

大
般
若
経
出
現
字
で
な
く
法
華
経
出
現
字
で
あ
る

六
例
（
四
・
三
％
）

大
般
若
経
に
も
法
華
経
に
も
現
れ
な
い

七
例
（
五
・
〇
％
）

↓
大
般
若
経
出
現
字

一
二
七
例
（
九
〇
・
七
％
）

法
華
経
出
現
字

一
一
二
例
（
八
〇
・
〇
％
）

ク
蓮
成
院
本
の
和
音
（
二
七
七
例
、
高
山
寺
本
の
形
式
の
音
注
は
除
く
）

大
般
若
経
出
現
字
か
つ
法
華
経
出
現
字

一
八
九
例
（
六
八
・
二
％
）

大
般
若
経
出
現
字
で
あ
り
法
華
経
出
現
字
で
な
い

四
五
例
（
一
六
・
二
％
）

大
般
若
経
出
現
字
で
な
く
法
華
経
出
現
字
で
あ
る

二
三
例
（
八
・
三
％
）

大
般
若
経
に
も
法
華
経
に
も
現
れ
な
い

二
〇
例
（
七
・
二
％
）

↓
大
般
若
経
出
現
字

二
三
四
例
（
八
四
・
五
％
）

法
華
経
出
現
字

二
一
二
例
（
七
六
・
五
％
）

ケ
蓮
成
院
本
に
存
在
せ
ず
観
智
院
本
に
存
在
す
る
和
音
（
一
九
例
、
ク
で
除
い
た
高
山
寺
本
の
形
式

の
音
注
を
含
む
、「
躭
／
耽
」
は
ク
、
ケ
に
一
例
ず
つ
入
れ
る
）

大
般
若
経
出
現
字
一
四
例
、
法
華
経
出
現
字
一
一
例

コ
観
智
院
本
の
和
音
（
三
七
三
例
）

大
般
若
経
出
現
字
か
つ
法
華
経
出
現
字

二
五
〇
例
（
六
七
・
〇
％
）

大
般
若
経
出
現
字
で
あ
り
法
華
経
出
現
字
で
な
い

五
六
例
（
一
五
・
〇
％
）

大
般
若
経
出
現
字
で
な
く
法
華
経
出
現
字
で
あ
る

三
五
例
（
九
・
四
％
）

大
般
若
経
に
も
法
華
経
に
も
現
れ
な
い

三
二
例
（
八
・
六
％
）

↓
大
般
若
経
出
現
字

三
〇
六
例
（
八
二
・
〇
％
）

法
華
経
出
現
字

二
八
五
例
（
七
六
・
四
％
）

サ
観
智
院
本
に
存
在
せ
ず
蓮
成
院
本
に
存
在
す
る
和
音
（
六
例
）

大
般
若
経
出
現
字
五
例
、
法
華
経
出
現
字
四
例
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ま
た
、
観
智
院
本
の
呉
音
注
の
被
注
字
（
三
九

例
）
は
全
て
大
般
若
経
出
現
字
で
あ
り
、
法
華
経

出
現
字
は
七
例
（
一
七
・
九
％
）
で
あ
る
。

先
の
図
書
寮
本
（
ア
、
イ
、
エ
）
と
、
高
山
寺

本
（
カ
）、
蓮
成
院
本
（
ク
）、
観
智
院
本
（
ウ
、

オ
、
コ
）
と
を
比
較
す
る
と
、
改
編
本
（
オ
、
カ
、

ク
、
コ
）
は
、「
大
般
若
経
出
現
字
か
つ
法
華
経
出

現
字
」
が
六
〇
～
七
〇
％
で
あ
る
な
ど
、
全
体
と

し
て
ほ
ぼ
同
じ
比
率
で
あ
る
。
原
撰
本
が
大
般
若

経
に
出
現
す
る
字
を
中
心
に
和
音
注
と
し
た
こ
と

に
対
し
て
、
改
編
本
は
大
般
若
経
と
法
華
経
の
両

経
典
に
出
現
す
る
字
を
和
音
注
と
し
て
重
視
し
た

と
言
え
る
だ
ろ
う
（

）。
ま
た
、
注
目
す
べ
き
は
、
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カ
と
キ
の
比
率
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

キ
は
カ
に
比
べ
て
「
大
般
若
経
出
現
字
で
な
く
法

華
経
出
現
字
で
あ
る
」
比
率
が
低
い
が
、
そ
の
分

「
大
般
若
経
出
現
字
か
つ
法
華
経
出
現
字
」
の
比

率
が
高
い
。
そ
の
た
め
、
カ
と
キ
の
法
華
経
出
現

字
の
割
合
は
ほ
ぼ
同
じ
（
約
八
〇
％
）
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
高
山
寺
本
が
、
法
華
経
出
現
字

が
多
く
含
ま
れ
る
な
ど
、
カ
と
ほ
ぼ
同
じ
性
格
を

持
つ
キ
の
音
注
を
削
除
す
る
こ
と
は
考
え
が
た
い
。

む
し
ろ
、
高
山
寺
本
の
和
音
注
の
数
が
改
編
本
共

通
祖
本
の
形
態
に
近
く
、
観
智
院
本
祖
本
や
蓮
成

院
本
祖
本
は
カ
の
状
態
か
ら
キ
の
音
注
を
増
補
し

て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
際
、
大
般
若
経

と
法
華
経
の
両
経
典
に
出
現
す
る
字
を
中
心
に
和

音
注
を
増
補
し
た
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
高
山
寺
本
の
和
音
注
の
数
が
改
編
本
共

通
祖
本
の
形
態
に
近
い
の
で
あ
れ
ば
、
和
音
注
に

「
和
」表
示
が
付
さ
れ
な
い
こ
と
も
改
編
本
共
通
祖

本
の
形
態
で
あ
っ
て
、
観
智
院
本
祖
本
や
蓮
成
院

本
祖
本
が
、
当
時
一
般
的
に
使
用
さ
れ
た
和
音
の
表

示
を
付
し
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
お
そ

ら
く
正
音
注
と
和
音
注
の
区
別
が
難
し
い
た
め
、和

音
表
示
を
付
す
よ
う
に
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
の
こ
と
の
傍
証
と
し
て
以
下
二
つ
の
点
を
挙
げ

る
。先

に
原
撰
本
か
ら
改
編
本
に
改
編
さ
れ
る
際
、

原
撰
本
の
「
公
云
」「
真
云
」
音
注
が
、
改
編
本
で

表 3 改編本諸本の比較調査結果 用例数
大般若経出現字かつ 大般若経出現字であり法 大般若経出現字でなく法 大般若経にも法華経 大般若経 法華経
法華経出現字（％） 華経出現字でない（％） 華経出現字である（％） にも現れない（％） 出現字（％） 出現字（％）

ア（図書寮本のみに和音注が掲載されるもの） 113 30.1 56.6 1.8 11.5 86.7 31.9
イ（原撰本継承和音） 144 53.5 35.4 0.7 10.4 88.8 54.2
ウ（改編本増補和音） 220 78.2 3.6 15.5 2.7 81.8 93.6
エ（図書寮本の和音） 257 43.2 44.7 1.2 10.9 87.9 44.4
オ（観智院本法上・法中帖の和音） 364 68.4 16.2 9.6 5.8 84.6 78.0
カ（高山寺本の和音） 208 64.9 13.9 12.5 8.7 78.8 77.4
キ（高山寺本に存在せず観智院本に存在する和音） 140 75.7 15.0 4.3 5.0 90.7 80.0
ク（蓮成院本上一帖の和音） 277 68.2 16.2 8.3 7.2 84.5 76.5
コ（観智院本仏上・仏中帖の和音） 373 67.0 15.0 9.4 8.6 82.0 76.4
図書寮本の呉音 93 100.0 17.2
観智院本法上・法中帖の呉音 57 100.0 15.8
観智院本仏上・仏中帖の呉音 39 100.0 17.9
（表3補足）ケ、サについては、用例数が少ないために、表に載せることを省略した。
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一
方
へ
統
合
さ
れ
る
こ
と
を
述
べ
た
（
二
章
１
節
）。
例
え
ば
、
図
書
寮
本
「
漑
」（
九
４
）「
呉
音
公
云

蓋
（
去
）」、「

真
云
又
キ
」
が
、
観
智
院
本
（
法
上
二
五
８
）
で
「
呉
音
蓋
又
キ
」
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
九
例
（
注

）
の
う
ち
六
例
が
又
音
で
結
ば
れ
て
い
る
。
そ
し
て
八
例
が
呉
音
表
示
で
和
音
を
統

16

合
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
高
山
寺
本
の
和
音
注
に
「
又
音
」
注
記
が
多
い
こ
と
、
基
本
的
に
「
和
音
」

の
表
示
が
な
い
こ
と
と
関
連
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
一
方
へ
統
合
さ
れ
る
事
象
は
、
い
っ
た
ん

高
山
寺
本
の
形
態
を
挟
む
と
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
う
ま
く
説
明
が
で
き
る
。
高
山
寺
本
残
存
部
に
も

「
遜
」（
六
三
４
）「
呉
音
選

ソ
ン
」
が
『
大
般
若
経
字
抄
』
一
九
丁
裏
に
「
音
巽
」、「
曝
」（
一
九
五

７
）「
呉
北
（
入
）

又
報
（
平
）

又
ホ
ウ
（
平
平
）」

が
『
大
般
若
経
字
抄
』
五
丁
表
に
「
音
北
」
と
あ
る
こ
と
も

こ
の
こ
と
を
示
唆
す
る
。
た
だ
し
、
高
山
寺
本
「
迮
」（
五
二
３
）「
呉
乍
」
が
観
智
院
本
（
仏
上
六
八

２
）
で
「
呉
乍
又
サ
ク
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
（『
大
般
若
経
字
抄
』
一
八
丁
表
は
「
音
作
（
入
）」）、

高

山
寺
本
「
健
」（
三
〇
７
）「
又
音
見

コ
ン
」
が
観
智
院
本
（
仏
上
四
七
５
）
で
「
和
見
又
去

コ
ン
」

と
あ
る
こ
と
（『
大
般
若
経
字
抄
』
二
二
丁
表
は
「
音
見

コ
ン
」）
な
ど
か
ら
、
複
雑
な
成
立
事
情
が

窺
え
る
。

ま
た
、
観
智
院
本
の
仏
上
・
仏
中
帖
に
お
い
て
、
口
部
（
呉
音
注
な
し
）、
目
部
（
呉
音
注
二
例
）
な

ど
は
、
所
属
す
る
字
数
に
比
し
て
呉
音
注
が
少
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
範
囲
に
は
、
例
え
ば
観
智

院
本
「
呑
」（
仏
中
一
七
六
３
）
の
和
音
注
「
和
敦
」
が
高
山
寺
本
（
一
五
七
４
）
に
見
え
ず
、『
大
般

若
経
字
抄
』
一
五
丁
表
の
音
注
「
音
敦
」
に
一
致
す
る
と
い
う
よ
う
な
例
が
散
見
さ
れ
、
中
で
も
観
智
院

本
に
は
「
瞬
」「
眩
」「
瞽
」（
仏
中
一
八
三
～
一
八
四
）
な
ど
に
、
こ
の
よ
う
な
例
が
ま
と
ま
っ
て
見
え

る
箇
所
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
偶
然
か
も
し
れ
な
い
が
、
敢
え
て
憶
測
を
立
て
れ
ば
、
観
智
院
本
及
び
蓮

成
院
本
が
『
大
般
若
経
字
抄
』
又
は
原
撰
本
所
引
『
大
般
若
経
字
抄
』
を
和
音
注
と
し
て
増
補
し
た
よ
う

に
思
わ
れ
る
（

）。
先
に
法
上
・
法
中
帖
で
原
撰
本
か
ら
改
編
本
に
改
編
さ
れ
る
際
、
呉
音
注
の
増
補
が
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な
か
っ
た
こ
と
（
二
章
１
節
）
も
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
観
智
院
本
祖
本
や
蓮
成
院
本
祖
本
が
和
音
注
を

増
補
し
た
こ
と
の
傍
証
と
な
る
。

４
改
編
本
『
類
聚
名
義
抄
』
に
お
け
る
和
音
注
の
継
承
と
増
補
に
つ
い
て

『
類
聚
名
義
抄
』
の
編
者
が
呉
音
と
和
音
を
同
一
と
考
え
て
い
た
か
否
か
と
い
う
問
題
を
解
決
す
る
た

め
、
原
撰
本
と
改
編
本
の
比
較
、
改
編
本
諸
本
間
で
の
比
較
か
ら
、
改
編
本
『
類
聚
名
義
抄
』
の
呉
音
と

和
音
を
考
察
し
て
き
た
。
改
編
本
『
類
聚
名
義
抄
』
の
中
で
、
高
山
寺
本
に
の
み
「
和
」
表
示
が
さ
れ
ず

和
音
注
が
少
な
い
の
は
、
そ
れ
が
改
編
本
共
通
祖
本
（
改
編
本
原
初
）
の
姿
に
近
い
か
ら
で
あ
る
。
観
智

院
本
祖
本
や
蓮
成
院
本
祖
本
は
、高
山
寺
本
の
よ
う
な
形
態
の
改
編
本
共
通
祖
本
に
「
和
」表
示
を
付
し
、

さ
ら
に
和
音
注
を
増
補
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
和
音
注
に
関
し
て
言
え
ば
、
原
撰
本
↓
改
編
本

共
通
祖
本
（
高
山
寺
本
に
近
い
）
↓
観
智
院
本
・
蓮
成
院
本
、
と
和
音
注
を
継
承
し
、
さ
ら
に
和
音
注
の

増
補
が
行
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

原
撰
本
に
は
と
も
に
呉
音
系
の
音
を
表
す
「
公
云
」
呉
音
注
と
「
真
云
」「
行
円
云
」
和
音
注
が
見

Ⅰら
れ
る
（
こ
の
点
は
な
お
考
察
の
余
地
が
あ
る
が
、
こ
の
二
つ
の
表
示
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
、
す
な
わ
ち

原
撰
本
撰
者
が
呉
音
と
和
音
を
別
の
も
の
と
考
え
て
い
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
）。

改
編
本
共
通
祖
本
（
高
山
寺
本
祖
本
）
は
原
撰
本
の
「
公
云
」
呉
音
注
を
「
呉
音
」
表
示
を
付
し
て

Ⅱ継
承
し
、
原
撰
本
の
「
真
云
」「
行
円
云
」
和
音
注
に
多
く
の
和
音
の
増
補
を
加
え
、
単
に
「
音
」
と
し

て
和
音
注
を
表
示
し
た
。
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観
智
院
本
祖
本
・
蓮
成
院
本
祖
本
は
呉
音
注
に
増
補
を
行
わ
ず
、
和
音
注
を
増
補
し
た
上
で
、
新
た

Ⅲに
和
音
注
に
「
和
音
」
表
示
を
付
し
て
継
承
し
た
。

『
類
聚
名
義
抄
』
の
呉
音
注
と
和
音
注
は
、
以
上
の
よ
う
な
流
れ
を
想
定
で
き
よ
う
（

）。
37

こ
の
こ
と
か
ら
、
改
編
本
編
者
が
呉
音
と
和
音
を
同
一
と
考
え
て
い
た
こ
と
を
導
く
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
根
拠
は
、
呉
音
注
と
和
音
注
の
表
示
を
一
つ
に
統
一
す
る
志
向
性
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
高
山

寺
本
に
呉
音
表
示
が
見
ら
れ
る
一
方
で
和
音
表
示
が
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
こ
と
、
観
智
院
本
及
び
蓮
成

院
本
が
呉
音
の
増
補
を
行
わ
ず
和
音
を
表
示
し
和
音
に
の
み
増
補
を
行
う
こ
と
は
、
非
常
に
徹
底
し
て
い

る
。
こ
れ
は
呉
音
及
び
和
音
の
表
示
を
、
高
山
寺
本
は
呉
音
に
、
観
智
院
本
と
蓮
成
院
本
は
和
音
に
限
定

し
、
統
一
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
呉
音
と
和
音
の
表
示
を
両
方
登
場
さ

せ
れ
ば
、
現
に
こ
う
し
て
検
討
し
て
い
る
よ
う
に
、
使
用
者
に
混
乱
を
き
た
す
恐
れ
が
あ
り
、
そ
れ
を
避

け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
も
し
呉
音
と
和
音
が
異
な
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
呉
音
と
和
音
の
表
示
が

両
方
現
れ
て
も
問
題
は
な
い
。
観
智
院
本
全
体
で
呉
音
が
二
四
七
例
、
和
音
が
一
五
八
〇
例
あ
る
中
で
、

あ
る
被
注
字
に
呉
音
と
和
音
の
両
方
が
付
さ
れ
る
例
は
、「
匪
」（
仏
上
八
四
８
）、「
畜
」（
仏
中
二
三
〇

１
）、「
撫
」（
仏
下
本
三
三
九
７
）、「
燨
」（
仏
下
末
四
五
六
１
）、「
注
」（
法
上
四
一
１
）、「
謔
」（
法

上
七
〇
１
）、「
鉾
」（
僧
上
一
三
一
１
）、「
凹
」（
僧
下
四
二
一
５
）
の
わ
ず
か
八
例
に
留
ま
る
（

）。
呉
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音
と
和
音
の
表
示
を
同
一
被
注
字
に
つ
き
一
つ
に
す
る
傾
向
は
、
改
編
本
の
編
者
が
呉
音
と
和
音
は
同
じ

も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。

四
、
和
音
注
か
ら
改
編
本
『
類
聚
名
義
抄
』
の
系
統
と
共
通
祖
本
を
推
定
す
る

先
に
観
智
院
本
仏
上
・
仏
中
帖
で
改
編
本
諸
本
間
の
呉
音
注
と
和
音
注
の
数

を
比
較
し
た
際
、
呉
音
注
の
数
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
和
音
注
の
数
は
高
山

寺
本
、蓮
成
院
本
、観
智
院
本
の
順
で
増
加
す
る
こ
と
を
述
べ
た（
三
章
１
節
）。

和
音
注
の
形
態
は
、
高
山
寺
本
が
古
態
を
残
し
、
観
智
院
本
と
蓮
成
院
本
は
高

山
寺
本
の
形
態
に
近
い
改
編
本
共
通
祖
本
に
、
さ
ら
に
和
音
注
を
増
補
し
た
と

考
え
ら
れ
る
の
で
、
高
山
寺
本
が
他
二
本
に
先
行
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
観
智

院
本
と
蓮
成
院
本
の
先
後
は
、
両
本
の
和
音
注
が
ほ
と
ん
ど
一
致
す
る
の
で
決

め
が
た
い
。
そ
こ
で
、
高
山
寺
本
の
よ
う
な
「
和
」
が
冠
せ
ら
れ
な
い
音
注
を

和
音
注
の
数
に
入
れ
な
い
も
の
と
し
、
蓮
成
院
本
の
欠
損
部
は
観
智
院
本
で
も

数
か
ら
除
い
て
、
両
本
で
和
音
注
の
数
を
比
較
し
て
み
る
（
表
４
参
照
）。

仏
上
・
仏
中
帖
の
和
音
注
の
数
は
、
観
智
院
本
二
八
九
例
、
蓮
成
院
本
二
七

七
例
で
、
や
や
蓮
成
院
本
が
少
な
い
。
次
に
、
法
上
帖
の
和
音
注
の
数
は
、
共

に
一
〇
七
例
で
あ
る
が
、
相
互
に
和
音
注
の
付
さ
れ
る
被
注
字
に
は
出
入
り
が

あ
る
。
た
だ
し
、
法
上
部
は
「
水
」「
冫
」「
言
」
三
部
首
の
比
較
の
た
め
用
例

が
少
な
く
、
こ
の
部
分
の
蓮
成
院
本
は
、
他
の
部
分
と
素
姓
が
異
な
る
と
い
う

指
摘
（
山
本
一
九
八
五
）
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
最
後
に
僧
帖
の
比
較

で
あ
る
が
、僧
帖
は
観
智
院
本
に
も
欠
損
す
る
和
音
注
の
被
注
字
が
あ
る
た
め
、

両
本
に
被
注
字
が
存
す
る
も
の
の
み
を
比
較
す
る
。
さ
ら
に
、
山
本
（
一
九
八

五
）
が
、
蓮
成
院
本
で
他
の
部
分
と
素
姓
が
異
な
り
、
高
山
寺
本
と
同
系
統
と

表 4 観智院本と蓮成院本の和 仏上・仏中帖 法上帖 僧帖／下一・
音数の比較 ／上一帖 ／中一帖 下二帖
観智院本 289 107 310
蓮成院本 277 107 297
観智院本の和音注と対応する音
注のうち、蓮成院本で高山寺本 5 3 4
のように「和」表示がない音注

-
6
5
-



す
る
又
部
後
半
、
攴
部
、
殳
部
（
三
六
五
～
三
八
〇
）
を
比
較
対
象
か
ら
除
く
。
そ
の
よ
う
に
し
て
求
め

ら
れ
る
僧
帖
の
和
音
注
の
数
は
、
蓮
成
院
本
二
九
七
例
、
観
智
院
本
三
一
〇
例
で
、
や
や
蓮
成
院
本
が
少

な
い
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
全
体
と
し
て
観
智
院
本
の
和
音
数
が
蓮
成
院
本
の
和
音
数
よ
り
も
多
く
（

）、
39

観
智
院
本
の
和
音
注
は
蓮
成
院
本
の
和
音
注
を
さ
ら
に
増
補
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

和
音
注
を
手
掛
か
り
に
す
る
と
、
高
山
寺
本
︱
蓮
成
院
本
︱
観
智
院
本
と
い
う
系
統
を
導
く
こ
と
が
で
き

る
。改

編
本
『
類
聚
名
義
抄
』
の
系
統
（
こ
こ
で
は
高
山
寺
本
、
蓮
成
院
本
、
観
智
院
本
の
三
本
に
限
る
）

に
つ
い
て
、
①
岡
田
（
一
九
四
四
、
第
二
篇
第
一
章
、
第
四
章
（

））
は
、
高
山
寺
本
に
和
音
注
が
見
ら

40

れ
な
い
点
、
観
智
院
本
雑
部
の
無
秩
序
で
あ
る
点
、
熟
字
や
訓
の
増
加
し
て
い
る
点
な
ど
か
ら
、
高
山
寺

本
︱
観
智
院
本
︱
蓮
成
院
本
と
想
定
し
た
。
②
渡
邊
實
（
一
九
六
〇
、
一
九
七
一
）
は
、
蓮
成
院
本
の
熟

字
分
注
形
式
や
「
少
女
」
以
下
の
注
文
か
ら
、
高
山
寺
本
︱
蓮
成
院
本
︱
観
智
院
本
と
推
定
し
、
紙
数
分

冊
の
高
山
寺
本
が
部
首
数
分
冊
の
観
智
院
本
と
は
別
系
に
属
す
と
さ
れ
た
。
③
犬
飼
守
薫
（
一
九
七
四
、

一
九
七
五
）
は
、
合
点
や
熟
字
の
数
的
考
察
か
ら
、
蓮
成
院
本
︱
高
山
寺
本
︱
観
智
院
本
の
成
立
順
と
考

え
た
。
④
望
月
（
一
九
七
四
、
一
九
九
二
）
は
、
四
段
活
用
の
動
詞
の
連
体
形
が
終
止
形
を
吸
収
す
る
こ

と
や
、
字
音
に
お
け
る
平
声
軽
声
が
重
声
へ
合
流
す
る
こ
と
の
進
行
度
合
い
を
声
点
か
ら
調
査
し
、
高
山

寺
本
︱
観
智
院
本
︱
蓮
成
院
本
と
成
立
し
た
と
考
え
た
。
⑤
草
川
昇
（
一
九
八
二
）
は
、
熟
字
の
数
の
観

点
か
ら
犬
飼
氏
と
同
様
の
結
論
を
出
さ
れ
た
。
⑥
山
本
（
一
九
八
六
、
二
〇
一
六
）
は
、
改
編
本
の
熟
字

訓
に
新
撰
字
鏡
の
和
訓
が
見
ら
れ
る
割
合
の
考
察
か
ら
犬
飼
氏
の
系
統
を
支
持
し
て
い
る
（

）。
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高
山
寺
本
、
蓮
成
院
本
、
観
智
院
本
三
本
の
先
後
関
係
に
つ
い
て
、
高
山
寺
本
が
観
智
院
本
に
先
立
つ

こ
と
は
一
致
し
て
い
る
（
ま
た
、
高
山
寺
本
は
現
存
す
る
改
編
本
諸
本
の
中
で
書
写
年
代
が
最
も
古
く
、

鎌
倉
初
期
写
で
あ
る
）。
問
題
は
蓮
成
院
本
の
位
置
で
あ
る
が
、
高
山
寺
本
の
前
と
す
る
説
（
③
、
⑤
、

⑥
、
熟
字
の
考
察
が
主
で
あ
る
）、
高
山
寺
本
と
観
智
院
本
の
間
と
す
る
説
（
②
）、
観
智
院
本
の
後
と

す
る
説
（
①
、
④
）
が
併
存
す
る
。
本
稿
で
は
、
和
音
注
の
観
点
か
ら
、
蓮
成
院
本
が
高
山
寺
本
と
観
智

院
本
の
間
の
成
立
で
あ
る
と
考
え
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
他
の
説
を
否
定
す
る
こ
と
を
意
図
す
る
も
の
で

は
な
い
。
例
え
ば
、
蓮
成
院
本
が
熟
字
の
面
で
は
古
態
を
残
し
、
和
音
の
面
で
は
新
し
い
様
相
を
呈
す
る

と
考
え
る
こ
と
は
可
能
な
の
で
あ
る
。
最
後
に
、
和
音
注
の
面
か
ら
見
た
改
編
本
の
系
統
図
を
示
す
（
た

だ
し
、
実
際
の
高
山
寺
本
・
蓮
成
院
本
・
観
智
院
本
は
、
こ
の
よ
う
に
単
純
な
直
線
的
関
係
と
は
な
ら

な
い
）。

【
和
音
の
出
典
】『
大
般
若
経
音
訓
』
の
傍
書
片
仮
名
音
注
な
ど

←
和
音
の
引
用

【
原
撰
本
】「
真
云
」
注
、「
行
円
云
」
注

←
和
音
の
取
捨
・
増
補

【
改
編
本
共
通
祖
本
】「
音
」
注
（
高
山
寺
本
に
形
態
が
近
い
）

←
和
音
の
増
補

【（
現
存
す
る
）
改
編
本
】「
和
音
」
注

蓮
成
院
本
↓
観
智
院
本
（
最
も
和
音
注
が
多
い
）

ま
た
、
高
山
寺
本
の
和
音
注
の
形
態
が
、
改
編
本
の
原
初
の
形
態
（
改
編
本
共
通
祖
本
）
に
近
い
も
の

で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
今
後
様
々
な
面
か
ら
改
編
本
共
通
祖
本
の
形
態
を
推
定
し
て
い
く
こ
と
も
必
要

で
あ
る
。
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五
、
結
論

原
撰
本
で
呉
音
注
「
公
云
」
と
和
音
注
「
真
云
」「
行
円
云
」
両
者
を
存
し
た
注
が
、
改
編
本
で
一
方

に
統
合
さ
れ
る
こ
と
は
、
改
編
本
共
通
祖
本
（
高
山
寺
本
祖
本
）
の
段
階
で
起
こ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
時
に
は
和
音
注
の
表
示
は
ほ
と
ん
ど
存
在
せ
ず
、
主
に
呉
音
表
示
が
存
在
し
た
。
一
方
、
改
編
本
の

和
音
注
の
表
示
は
観
智
院
本
祖
本
及
び
蓮
成
院
本
祖
本
の
段
階
で
付
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

『
類
聚
名
義
抄
』
は
原
撰
本
か
ら
改
編
本
共
通
祖
本
（
高
山
寺
本
祖
本
）
の
間
と
、
改
編
本
共
通
祖
本

か
ら
観
智
院
本
祖
本
及
び
蓮
成
院
本
祖
本
の
間
の
、
少
な
く
と
も
二
度
、
和
音
注
の
増
補
が
行
わ
れ
た
。

改
編
本
編
者
が
和
音
を
増
補
す
る
際
は
、
大
般
若
経
と
法
華
経
の
両
経
典
を
重
視
し
た
。

改
編
本
諸
本
は
呉
音
、
和
音
表
示
を
ど
ち
ら
か
に
統
一
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
窺
え
る
。
呉
音
注
（
和

音
注
）
を
表
示
す
る
際
、
改
編
本
共
通
祖
本
、
高
山
寺
本
祖
本
は
呉
音
に
、
観
智
院
本
祖
本
、
蓮
成
院
本

祖
本
は
和
音
に
統
一
し
よ
う
と
し
た
。
こ
れ
は
改
編
本
編
者
が
呉
音
と
和
音
を
同
一
の
も
の
と
見
て
い
た

た
め
に
起
こ
る
こ
と
で
あ
る
。

和
音
注
の
様
相
か
ら
考
え
る
と
、
改
編
本
諸
本
は
高
山
寺
本
︱
蓮
成
院
本
︱
観
智
院
本
の
系
統
を
窺
わ

せ
る
。
和
音
注
を
単
に
「
音
」
で
表
す
こ
と
や
和
音
注
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
高
山
寺
本
は
改
編
本
共
通

祖
本
に
近
い
古
態
を
残
す
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

六
、『
類
聚
名
義
抄
』
研
究
の
課
題
と
展
望

最
後
に
、『
類
聚
名
義
抄
』
研
究
の
課
題
と
展
望
を
述
べ
た
い
（
改
編
本
『
類
聚
名
義
抄
』
研
究
の
課

題
は
、
大
槻
信
二
〇
一
八
に
詳
し
い
）。
こ
れ
ま
で
、
原
撰
本
『
類
聚
名
義
抄
』
の
研
究
は
、
注
記
の
出

典
の
特
定
と
現
存
す
る
出
典
と
の
比
較
研
究
、
改
編
本
『
類
聚
名
義
抄
』
の
研
究
は
、
注
記
の
出
典
の
特

定
と
改
編
本
諸
本
間
の
比
較
研
究
が
主
に
な
さ
れ
て
き
た
。
今
後
は
両
者
の
研
究
成
果
を
統
合
し
て
、「
出

典
︱
原
撰
本
︱
改
編
本
」
の
三
者
の
記
述
を
比
較
し
、
出
典
の
注
記
が
、
原
撰
本
及
び
改
編
本
に
ど
の
よ

う
に
受
容
さ
れ
て
い
る
か
、
す
な
わ
ち
、
原
撰
本
か
ら
改
編
本
に
改
編
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
、
ど
の
注
記

を
削
除
・
継
承
・
増
補
す
る
の
か
と
い
っ
た
「
改
編
の
過
程
」
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

『
類
聚
名
義
抄
』
の
改
編
の
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
辞
書
編
纂
者
・
利
用
者
の
撰
述
目

的
・
利
用
目
的
の
変
遷
を
考
え
る
こ
と
は
、
本
邦
の
辞
書
史
に
お
い
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

ま
た
、
改
編
本
諸
本
間
の
記
述
の
比
較
も
重
要
で
あ
る
。
改
編
本
諸
本
の
先
後
関
係
や
形
成
過
程
は
、

多
く
の
説
が
あ
り
（
四
章
参
照
）
ま
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
最
も
は
じ
め
の
改
編
本
で
あ
る
改
編

本
共
通
祖
本
か
ら
、
現
存
す
る
改
編
本
が
、
注
記
を
ど
の
よ
う
に
削
除
・
継
承
・
増
補
し
た
の
か
と
い
う

「
改
変
の
過
程
」
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
辞
書
編
纂
者
・
利
用
者
の
撰
述
目
的
・
利
用
目
的

を
考
察
で
き
る
。
現
存
す
る
改
編
本
は
、
改
編
本
共
通
祖
本
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
に
独
自
の
改
変
を
加
え
て
い

る
た
め
、
現
存
す
る
改
編
本
に
共
通
す
る
部
分
に
着
目
し
て
、
改
編
本
共
通
祖
本
を
推
定
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
拙
稿
（
鈴
木
二
〇
二
一
）
で
は
、
改
編
本
の
呉
音
注
が
、
改
編
本
諸
本
間
に
お
い

て
異
同
が
少
な
い
こ
と
に
着
目
し
て
、
改
編
本
共
通
祖
本
の
編
纂
過
程
や
編
者
を
推
定
し
た
。
こ
の
よ
う

に
、『
類
聚
名
義
抄
』
の
研
究
は
、「
出
典
︱
原
撰
本
︱
改
編
本
」
と
い
う
縦
の
比
較
考
察
と
、「
改
編
本

諸
本
」
と
い
う
横
の
比
較
考
察
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
原
撰
本
か
ら
改
編
本
に
改
編
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
字
体
注
、
和
訓
注
が
増
加
し
、
仏
教
の
専
門

-
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観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
の
用
例
の
所
在
は
、
被
注
字
（
見
出
し
字
）
の
位
置
に
よ
っ
て
、
帖
名
と
新
天
理
図

1
書
館
善
本
叢
書
（
八
木
書
店
、
二
〇
一
八
年
）
の
影
印
の
頁
数
（
漢
数
字
）、
行
数
（
算
用
数
字
）
で
（
仏
上
五
七

１
）
の
よ
う
に
示
す
。
旧
字
や
略
字
等
は
通
行
の
字
体
に
直
す
。
声
点
等
の
記
号
は
（
平
平
濁
○
○
）

の
よ
う
に
表
す
（
○

は
当
該
文
字
に
声
点
等
が
な
い
こ
と
を
示
す
）。
仮
名
の
右
隣
に
あ
る
「
レ
」
符
号
は
濁
音
や

韻
尾
（
鼻
音
）
を

ng

表
す
。「
＼
」
符
号
は
合
点
を
表
す
。
注
文
が
割
注
で
あ
る
こ
と
は
、
特
に
示
さ
な
い
。
翻
刻
の
際
の
空
白
（
ス
ペ

ー
ス
）
は
読
み
や
す
さ
を
重
視
し
た
た
め
、
実
際
の
影
印
と
空
白
の
位
置
が
異
な
る
場
合
が
あ
る
。「
備
」
の
被
注

字
は
「
備
」
の
異
体
字
が
三
つ
並
ん
で
お
り
、「
上
俗
中
通
下
正
」
は
そ
の
字
体
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

正
音
注
や
和
音
注
は
、
他
に
同
音
字
注
で
表
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
後
に
触
れ
る
『
類
聚
名
義
抄
』（
原
撰
本
及

2
び
改
編
本
）
の
呉
音
注
は
、
同
音
字
注
が
基
本
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
踐
」
字
（
法
上
九
四
５
）
は
、「
音
餞
（
上
）」、

「
呉
音
淺
（
平
）」

と
あ
り
、
漢
音
注
（
正
音
注
）・
呉
音
注
と
も
に
同
音
字
注
が
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
ま
つ
ひ
で
お

（
一
九
七
〇
）
は
原
撰
本
『
類
聚
名
義
抄
』
が
、
望
月
（
一
九
九
〇
）
は
改
編
本
『
類
聚
名
義
抄
』
が
、
反
切
よ
り

も
同
音
字
注
を
優
先
し
て
掲
出
す
る
傾
向
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。

日
本
の
漢
字
音
は
、
漢
音
と
呉
音
が
併
存
す
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。
唐
音
（
唐
宋
音
）
は
中
国
宋
代
以
降
の
漢

3
字
音
で
あ
る
が
、
漢
音
・
呉
音
に
比
べ
れ
ば
一
般
的
に
流
布
し
た
も
の
で
は
な
く
、
一
部
の
語
句
に
残
存
す
る
程
度

で
あ
る
。
ま
た
、
漢
字
音
に
は
他
に
万
葉
仮
名
に
残
る
呉
音
以
前
に
伝
来
し
た
古
音
、
日
本
独
自
の
読
み
癖
等
で
通

用
す
る
慣
用
音
が
あ
る
。
漢
音
は
二
層
に
分
か
れ
、
漢
音
と
新
漢
音
と
に
区
別
す
る
場
合
が
あ
る
（
沼
本
克
明
一
九

九
七
、
第
三
部
第
三
章
に
「
新
漢
音
分
紐
分
韻
表
」
が
あ
る
）。
呉
音
は
和
音
や
対
馬
音
と
も
呼
ば
れ
る
。

『
類
聚
名
義
抄
』
に
関
し
て
言
え
ば
、
沼
本
（
一
九
九
五
）
は
、
呉
音
の
代
表
例
と
し
て
、
観
智
院
本
『
類
聚
名

4
義
抄
』
の
呉
音
及
び
和
音
を
取
り
上
げ
て
い
る
他
、
小
倉
肇
（
二
〇
一
四
）
も
同
様
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、『
切
韻
』（
隋
代
の
北
方
標
準
音
）
を
基
礎
と
し
て
構
成
さ
れ
る
中
古
音
と
は
、
漢
音
・
呉
音
共
に
ず

5
れ
を
見
せ
る
。
呉
音
は
中
古
音
と
比
べ
て
、
方
処
的
に
も
時
間
的
に
も
ず
れ
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
時
間
的
な
複
層

性
を
有
す
る
の
で
複
雑
な
様
相
を
呈
す
る
。
沼
本
（
一
九
八
二
、
一
九
九
七
）
等
参
照
。

図
書
寮
本
『
類
聚
名
義
抄
』
の
用
例
の
所
在
は
、
被
注
字
の
位
置
に
よ
っ
て
、
勉
誠
社
（
一
九
六
九
年
）
の
影
印

6
に
よ
る
頁
数
（
漢
数
字
）、
行
数
（
算
用
数
字
）
で
（
八
二
７
）
の
よ
う
に
表
す
。
当
該
例
の
括
弧
内
は
虫
損
で
、

推
定
さ
れ
る
字
を
示
す
。
そ
の
後
者
は
、
そ
れ
に
続
く
注
記
が
弘
法
大
師
空
海
撰
『
篆
隷
万
象
名
義
』（
第
三
帖
、

一
五
丁
裏
）
と
一
致
し
、「
弘
」
字
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
当
該
例
は
和
訓
注
と
「
真
云
」
和
音
注
の
間
に
空
白

が
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
五
字
空
け
で
示
す
。
当
該
例
の
よ
う
に
、
図
書
寮
本
で
呉
音
注
（
公
云
）
は
漢
文
注
部
分

（『
大
般
若
経
字
抄
』
由
来
の
和
訓
を
引
く
こ
と
が
あ
る
の
で
和
訓
注
に
近
い
位
置
）
に
置
か
れ
、
和
音
注
（
真
云
、

行
円
云
）
は
注
の
末
尾
（
和
訓
注
の
後
）
に
置
か
れ
る
こ
と
が
原
則
で
あ
る
（
図
書
寮
本
の
注
文
の
配
列
に
つ
い
て

は
宮
澤
俊
雅
一
九
九
二
に
詳
し
い
）。
観
智
院
本
の
和
音
注
は
通
常
注
の
末
尾
に
置
か
れ
る
が
、「
詳
」
字
（
法
上
六

的
な
注
記
、
出
典
注
記
、
漢
文
注
の
多
く
が
削
除
さ
れ
る
。
し
か
し
、『
類
聚
名
義
抄
』
編
者
の
字
音
注

に
対
す
る
意
識
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
は
、
あ
ま
り
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
日
本
語
に
は

音
と
訓
が
あ
る
。
も
と
は
中
国
語
の
発
音
で
あ
っ
た
「
音
」
を
、
日
本
人
が
ど
の
よ
う
に
考
え
、
日
本
語

へ
と
受
容
し
た
の
か
は
、
日
本
人
が
編
纂
し
た
辞
書
か
ら
窺
え
る
こ
と
も
多
い
。『
類
聚
名
義
抄
』
は
、

反
切
注
よ
り
も
同
音
字
注
を
優
先
す
る
（
注

）、
呉
音
と
和
音
を
明
示
す
る
（
注

）
な
ど
の
特
徴
が

2

37

あ
り
、
日
本
人
の
字
音
に
対
す
る
意
識
を
考
え
る
上
で
重
要
な
文
献
で
あ
る
。
今
後
は
『
類
聚
名
義
抄
』

編
者
（
利
用
者
）
の
音
注
に
対
す
る
考
え
方
に
つ
い
て
も
、
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

【
注
】
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図
書
寮
本
で
「
公
云
」
が
呉
音
注
と
さ
れ
る
も
の
に
は
、
例
え
ば
「
汎
」（
八
４
）「
呉
音
公
任
云
範
」
が
あ
る
。

7
た
だ
、
言
部
以
降
は
単
に
「
公
云
」
と
の
み
注
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。「
汎
」
は
『
大
般
若
経
字
抄
』
一
六
丁
裏
に

「
汎
漾

水
无
涯
際
也
」
と
あ
り
、
被
注
字
「
汎
漾
」
の
右
傍
に
「
音
範
音
様
」
と
あ
る
。
ま
た
、
図
書
寮
本
で

「
真
云
」
が
和
音
注
と
さ
れ
る
も
の
に
は
、
例
え
ば
「
︱
（
鄙
）俚
」（
一
八
一
６
）「
真
云
今
案
（
中
略
）和
音
ヒ
（
平
）

リ
（
平
）」

が
あ
る
。
沼
本
（
一
九
八
二
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
原
則
と
し
て
真
興
の
漢
文
注
と
和
音
注
が
「
一
続

き
の
注
文
中
に
有
る
場
合
」（
一
七
六
頁
）
に
和
音
表
示
が
な
さ
れ
る
。

こ
の
章
の
「「
呉
音
」
と
「
和
音
」
と
の
関
係
︱
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
に
依
る
検
討
︱
」
は
、
一
九
七
八
年

8
「
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
「
真
興
音
（
和
音
）」
論
続
貂
」（『
国
語
と
国
文
学
』
第
五
五
巻
第
一
〇
号
）
を
も
と
に

し
て
い
る
。

そ
の
他
の
「
真
云
」
和
音
注
の
問
題
と
し
て
は
、
前
者
（
漢
文
注
）
と
後
者
（
和
音
注
）
で
は
「
真
」
字
に
崩
し

9
方
の
違
い
が
見
え
る
こ
と
（
前
者
が
楷
書
に
近
く
、
後
者
が
よ
り
崩
さ
れ
て
い
る
）
や
、
和
音
注
が
原
則
と
し
て
注

の
末
尾
（
割
注
の
左
下
の
位
置
）
に
置
か
れ
、
そ
れ
以
前
の
注
（
漢
文
注
・
和
訓
注
）
と
離
さ
れ
て
書
か
れ
る
の
で
、

そ
の
間
に
不
自
然
な
空
白
を
持
つ
こ
と
が
多
い
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

初
出
は
、
一
九
七
九
年
「
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
の
和
音
注
︱
法
華
経
字
彙
と
の
関
連
に
お
い
て
︱
」（『
訓

10
点
語
と
訓
点
資
料
』
第
六
三
輯
）
で
、
資
料
と
し
て
『
法
華
経
単
字
』
を
用
い
る
。

吉
田
氏
、
田
尻
氏
、
沖
森
氏
の
三
氏
は
、『
類
聚
名
義
抄
』
の
呉
音
と
和
音
は
大
体
同
じ
と
考
え
て
い
る
が
、
異

11
な
る
部
分
を
認
め
る
節
も
あ
る
た
め
、
判
断
を
保
留
し
た
。
吉
田
氏
は
、
大
体
に
於
い
て
呉
音
と
和
音
が
同
一
と
結

論
付
け
て
い
る
が
（
五
二
頁
）、
統
計
に
よ
る
差
異
を
認
め
て
お
り
、
平
安
朝
の
人
が
呉
音
と
「
古
く
傳
っ
た
呉

音
」
で
あ
る
和
音
を
区
別
し
た
と
考
え
て
い
る
（
四
六
頁
）。

こ
の
認
定
の
方
法
に
は
問
題
が
あ
り
、
例
え
ば
「
灌
」
字
は
図
書
寮
本
（
九
４
）
で
「
真
云
貫
（
平
）

音
」
と
あ
る

12
が
、
観
智
院
本
（
法
上
二
八
４
）
で
「
和
又
去
」
と
あ
り
（
蓮
成
院
本
も
同
）、
原
撰
本
継
承
和
音
に
は
、
原
撰
本

を
継
承
し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
も
の
も
含
ま
れ
る
。
た
だ
、
原
撰
本
を
継
承
し
た
か
ど
う
か
の
線
引
き
は
難
し

く
、
調
査
の
便
宜
上
こ
の
よ
う
に
区
別
す
る
。
こ
の
例
も
改
編
本
が
和
音
に
平
声
と
去
声
の
両
方
を
認
め
て
お
り
、

平
声
の
み
を
図
書
寮
本
か
ら
継
承
し
た
と
考
え
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

蓮
成
院
本
は
『
鎭
国
守
国
神
社
蔵
本
三
寳
類
聚
名
義
抄
』（
勉
誠
社
、
一
九
八
六
年
）
の
影
印
を
用
い
、
用
例
の

13
所
在
は
影
印
の
頁
数
（
漢
数
字
）、
行
数
（
算
用
数
字
）
で
（
一
一
九
６
）
の
よ
う
に
示
す
（
中
一
等
の
帖
名
を
入

れ
る
と
頁
数
と
紛
ら
わ
し
い
た
め
で
あ
る
）。

和
音
注
の
認
定
は
、
図
書
寮
本
の
場
合
「
真
云
」「
行
円
云
」
を
冠
す
る
音
注
で
、
漢
文
注
部
分
に
な
い
も
の
と

14
し
、
観
智
院
本
・
蓮
成
院
本
の
場
合
「
和
」
の
表
示
が
あ
る
音
注
と
す
る
。
用
例
数
は
被
注
字
を
単
位
と
し
た
た
め
、

例
え
ば
図
書
寮
本
「
涕
涙
」（
三
七
５
）
項
の
「
真
云
テ
イ
（
○
上
）

ル
イ
（
○
平
）」

は
、「
涕
」
と
「
涙
」
に
分
け
て
二

字
と
し
、
図
書
寮
本
で
「
阤
」
の
和
音
注
は
（
二
〇
〇
２
）
と
（
二
〇
四
１
）
に
二
度
掲
出
さ
れ
る
が
、
こ
の
場
合

一
字
と
算
出
す
る
。
ま
た
「
汎
」
と
「
泛
」
は
観
智
院
本
（
法
上
一
四
６
）
で
「
二
正
」
と
一
括
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
よ
う
に
異
体
字
等
と
考
え
ら
れ
る
場
合
も
一
字
と
算
出
す
る
。
図
書
寮
本
「
畢
藺
陁
筏
︱
（
蹉
）」（
一
〇
四
４
）、

「
褐
麗
筏
多
」（
三
四
三
６
）
の
よ
う
な
梵
音
漢
訳
の
音
注
は
、
性
格
が
異
な
る
も
の
と
考
え
、
取
り
扱
わ
な
い
こ

と
と
す
る
。

呉
音
注
の
認
定
は
、
図
書
寮
本
の
場
合
「
公
云
」
を
冠
す
る
音
注
と
し
、
改
編
本
の
場
合
「
呉
」
の
表
示
が
あ
る

15
音
注
と
す
る
。
用
例
数
の
認
定
は
和
音
注
の
方
法
（
前
注
）
に
準
ず
る
。
図
書
寮
本
「
梯
隥
」（
二
〇
二
１
）
項
の

よ
う
に
音
注
が
抜
け
て
い
る
も
の
、
図
書
寮
本
「
坑
埳
」（
二
二
二
４
）
項
の
「
公
云
同
坎
」
な
ど
音
注
と
決
め
か

ね
る
も
の
は
と
ら
な
い
。
他
に
図
書
寮
本
「
塞
迦
」（
二
二
五
５
）、「
猒
悪
」（
二
四
九
４
）、「
指
約
」（
三
〇
九

２
）
も
他
の
呉
音
注
と
性
格
が
異
な
り
、
取
り
扱
わ
な
い
こ
と
と
す
る
。

二
２
）「
和
者
ウ
」
の
よ
う
に
、
行
間
に
書
か
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
改
編
本
諸
本
間
で
和
音
注
の
書
写
位
置
が
異
な

る
こ
と
も
多
く
、
蓮
成
院
本
の
「
詳
」
字
（
二
一
九
２
）
は
「
和
者
ウ
（
○
平
）」

が
注
の
末
尾
（
左
下
）
の
位
置
に
書

か
れ
て
い
る
。
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本
文
中
に
挙
げ
ら
れ
る
三
例
（「
漑
」「
慊
」「
填
」）
を
除
く
他
六
例
は
、「
汎
泛
」（
法
上
一
四
６
）、「
淹
」（
法

16
上
三
七
３
）、「
躑
」（
法
上
八
一
１
、
前
頁
「
躅
」
の
注
に
誤
入
）、「
堆
」（
法
中
一
八
六
７
、
次
行
「
埿
」
の
注
に

誤
入
）、「
惆
」（
法
中
二
〇
五
７
）、「
恤
」（
法
中
二
一
〇
２
）。「
淹
」
は
、
蓮
成
院
本
（
一
九
二
２
）
で
呉
音
注
が

抜
け
て
い
る
た
め
、
数
に
含
め
て
い
な
い
。

観
智
院
本
の
「
古
氏
反
」
は
、
蓮
成
院
本
（
一
八
一
１
）
の
「
古
代
反
」
の
誤
り
と
考
え
ら
れ
る
。『
廣
韻
』
に

17
「
古
代
切
」（
去
声
・
代
韻
）
と
あ
り
、『
新
撰
字
鏡
』（
巻
六
・
一
〇
丁
裏
）
に
「
古
代
古
賚
二
反
」
と
あ
る
。
ま

た
、
蓮
成
院
本
（
一
八
一
１
）
は
「
呉
音
蓋
又
丶
（
キ
の
誤
）」
と
あ
る
。

観
智
院
本
で
「
釼
」
に
声
点
は
な
い
が
、
呉
音
は
基
本
的
に
上
声
の
な
い
平
・
去
・
入
の
三
声
体
系
で
あ
る
（
沼

18
本
一
九
七
六
な
ど
）
か
ら
、
平
声
、
入
声
で
な
け
れ
ば
必
然
的
に
去
声
と
判
明
す
る
。

他
に
改
編
本
編
者
が
呉
音
と
和
音
を
同
一
と
見
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
傍
証
と
し
て
、「
悖
」
字
が
図
書
寮
本

19
（
二
六
五
５
／
６
）「
真
云
ホ
チ
（
○
平
）」、「

公
云
音
背
（
平
）

或
作
愂
音
發
（
入
）」

か
ら
、
観
智
院
本
（
法
中
二
一
五

７
）「
和
發
」
と
な
る
例
や
、「
繊
」
字
が
図
書
寮
本
（
三
〇
四
７
）「
公
云
音
占
（
平
）」

か
ら
、
観
智
院
本
（
法
中
二

五
三
２
）「
和
占
（
平
）」

と
な
る
例
の
よ
う
に
、
原
撰
本
と
改
編
本
で
呉
音
と
和
音
の
表
示
が
入
れ
替
わ
る
例
が
見
ら

れ
る
。

こ
の
例
に
つ
い
て
は
、
観
智
院
本
で
あ
ま
り
用
い
ら
れ
な
い
「
立
」
で
書
か
れ
た
「
音
」
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る

20
点
で
も
非
常
に
特
殊
で
あ
る
。「
立
」
が
「
音
」
を
表
す
例
は
、
世
尊
寺
本
『
字
鏡
』
の
仮
名
音
注
な
ど
に
見
ら
れ

て
興
味
深
い
。

同
一
の
被
注
字
が
別
々
の
箇
所
に
挙
げ
ら
れ
、
一
方
で
呉
音
、
も
う
一
方
で
和
音
が
挙
が
っ
て
い
る
例
ま
で
含
め

21
れ
ば
、「
堆
」（
法
中
一
八
六
７
、
呉
音
は
次
行
「
埿
」
の
注
に
誤
入
）、「
惆
」（
法
中
二
〇
五
７
、
法
中
二
二
七

８
）
の
二
例
が
加
わ
る
。「
注
」（
法
上
四
一
１
）
の
被
注
字
は
「
灌
︱
（
注
）」
で
、
そ
の
直
前
に
も
「
注
」（
法
上

四
〇
８
）
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
割
注
の
行
間
に
「
和
シ
ユ
（
平
平
）

チ
ユ
（
平
平
）」

と
あ
る
。

他
に
も
『
大
般
若
経
字
抄
』
で
「
呉
音
」
と
い
う
当
時
に
お
い
て
特
異
な
呼
称
を
用
い
た
こ
と
（
沼
本
一
九
八
二
、

22
第
一
部
第
二
章
）
や
編
者
の
僧
俗
（
公
任
と
真
興
・
行
円
）
の
違
い
な
ど
が
関
連
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
和
音
注
の

出
典
と
な
っ
た
行
円
に
つ
い
て
は
、
吉
田
（
一
九
五
四
）
は
法
相
宗
興
福
寺
の
僧
と
し
、
築
島
（
一
九
六
九
）
は
天

台
宗
三
井
寺
の
僧
と
す
る
。

大
般
若
経
の
字
音
点
は
、
安
田
八
幡
宮
蔵
本
の
他
に
慈
光
寺
蔵
の
も
の
（
松
尾
拾
一
九
四
九
、
佐
々
木
勇
二
〇
一

23
七
）
や
根
津
美
術
館
蔵
の
も
の
（
佐
々
木
二
〇
一
八
）
が
あ
る
。
安
田
八
幡
宮
蔵
本
は
真
興
や
興
福
寺
と
の
関
係
が

想
定
さ
れ
て
お
り
（
東

一
九
七
〇
）、
院
政
期
頃
の
字
音
を
反
映
し
、
音
注
の
付
さ
れ
る
字
が
多
く
、
索
引
が
完

備
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
の
理
由
か
ら
、
本
稿
で
は
安
田
八
幡
宮
蔵
本
を
用
い
る
。
な
お
、
江
口
（
一
九
八
六
）
は
、

安
田
八
幡
宮
蔵
本
に
関
し
て
、
巻
一
～
巻
四
〇
〇
と
巻
四
〇
一
～
巻
六
〇
〇
の
間
に
「
字
音
資
料
と
し
て
質
的
差
違

が
存
す
る
」（
五
六
頁
）
と
述
べ
、
後
者
が
よ
り
古
い
も
の
と
指
摘
す
る
。

法
華
経
の
音
義
書
は
、
他
に
『
法
華
経
音
』
な
ど
様
々
な
も
の
が
あ
る
。
小
倉
（
一
九
九
五
）
等
参
照
。
院
政
期

24
頃
の
字
音
を
反
映
し
、
音
注
の
付
さ
れ
る
字
が
多
く
、
索
引
が
完
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
の
理
由
か
ら
、『
法
華

経
単
字
』
を
用
い
る
。

大
般
若
経
音
義
や
法
華
経
音
義
な
ど
の
注
文
部
分
が
関
連
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
特
に
原
撰
本
の
和
音
注
の

25
場
合
、
真
興
撰
『
大
般
若
経
音
訓
』
の
注
文
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
改
編
本
の
和
音
注
に
つ
い
て
は
、
改
編
本

の
編
者
が
真
言
宗
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
密
教
経
典
、
空
海
の
著
作
と
の
関
連
が
想
定
さ
れ
る
。
あ
る
い

は
、
様
々
な
仏
典
に
頻
出
す
る
字
に
、
改
編
本
編
者
が
和
音
注
を
付
し
た
こ
と
も
想
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

奥
村
三
雄
（
一
九
六
一
）、
沼
本
（
一
九
七
六
）
は
、『
類
聚
名
義
抄
』
の
呉
音
及
び
和
音
に
上
声
の
少
な
い
こ
と

26
を
述
べ
る
。
こ
の
点
、
経
典
の
読
誦
音
を
表
す
た
め
上
声
が
出
現
す
る
大
般
若
経
字
音
点
や
『
法
華
経
単
字
』
等
と

性
格
が
異
な
る
。『
類
聚
名
義
抄
』
の
和
音
は
仏
典
読
誦
を
離
れ
た
音
で
あ
り
、
そ
こ
に
観
智
院
本
の
和
音
に
大
般

若
経
由
来
の
被
注
字
（
原
撰
本
継
承
和
音
）、
法
華
経
由
来
の
被
注
字
（
改
編
本
増
補
和
音
の
一
部
）
の
両
者
が
併

存
す
る
理
由
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
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高
山
寺
本
『
類
聚
名
義
抄
』
の
用
例
の
所
在
は
、
新
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
（
八
木
書
店
、
二
〇
一
六
年
）
の
影

27
印
に
よ
る
頁
数
（
漢
数
字
）、
行
数
（
算
用
数
字
）
で
（
八
７
）
の
よ
う
に
表
す
。

『
類
聚
名
義
抄
』
の
残
存
部
に
つ
い
て
は
、
大
槻
信
（
二
〇
一
八
）
の
「『
類
聚
名
義
抄
』
諸
本
残
存
部
分
一

28
覧
」
に
詳
し
い
。

岡
田
（
一
九
二
三
）
は
続
け
て
、
高
山
寺
本
は
二
例
の
和
音
注
記
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。「
亘
」（
八
二
３
）
の

29
「
和
音
コ
ウ
（
平
平
）」

と
「
唾
」（
一
六
〇
２
）
の
「
和
タ
」
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
高
山
寺
本
は
和
音
注
が
二
例
の

み
で
あ
る
が
、
以
後
は
観
智
院
本
及
び
蓮
成
院
本
の
和
音
注
と
共
通
す
る
音
注
を
高
山
寺
本
の
和
音
注
と
考
え
る
。

な
お
、
高
山
寺
本
で
「
妉
」（
一
〇
八
１
）
に
は
、
和
音
「
和
タ
ム
」
と
和
訓
「
ネ
タ
ム
」
で
決
め
か
ね
る
注
が
あ

る
が
、
蓮
成
院
本
（
五
七
１
）
に
「
和
タ
ン
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
和
音
注
と
考
え
て
お
く
。
観
智
院
本
（
仏
中
一

二
八
８
）
で
は
「
ネ
（
子
）
タ
ム
」
と
あ
る
。

観
智
院
本
の
仏
上
・
仏
中
帖
で
和
音
注
か
存
疑
の
例
を
以
下
に
二
つ
挙
げ
る
。
観
智
院
本
「
邀
」（
仏
上
六
九

30
１
）
の
「
和
カ
フ
」
は
、
高
山
寺
本
（
五
三
１
）、
蓮
成
院
本
（
一
三
３
）
と
も
に
和
訓
「
ネ
カ
フ
」
で
あ
る
の
で
、

和
音
注
と
考
え
な
い
。
ま
た
、
観
智
院
本
「
省
」（
仏
中
一
九
四
７
）
の
和
訓
「
ワ
カ
シ
」
は
、
高
山
寺
本
（
一
七

七
２
）「
又
音
カ
ン
」、
蓮
成
院
本
（
一
一
七
３
）「
和
カ
ン
」
と
あ
る
。
こ
の
例
に
つ
い
て
、
高
山
寺
本
、
蓮
成
院

本
は
字
形
の
似
て
い
る
「
看
」
字
の
和
音
注
と
し
て
考
え
、
観
智
院
本
は
和
音
注
と
し
て
考
え
な
い
こ
と
と
す
る
。

山
本
（
一
九
九
〇
）
は
四
例
と
す
る
。
前
述
「
翛
」（
仏
上
二
八
３
）
を
加
え
る
。

31

山
本
（
一
九
八
九
）
に
は
五
六
・
四
％
と
あ
る
。
山
本
氏
は
和
音
が
二
形
以
上
併
記
さ
れ
る
例
を
そ
れ
ぞ
れ
分
け

32
た
処
理
を
行
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
被
注
字
を
単
位
と
す
る
処
理
な
の
で
、
二
形
以
上
併
記
さ
れ
る
例
を
一
例
で
処

理
し
て
い
る
。
た
だ
し
数
値
に
大
差
は
な
い
。

観
智
院
本
と
高
山
寺
本
に
和
音
注
が
見
え
、
蓮
成
院
本
の
み
に
見
え
な
い
例
は
四
例
存
す
る
。

33

山
本
（
一
九
八
九
）
に
も
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
観
智
院
本
に
和
音
注
が
存
在
し
、
高
山
寺
本
に
存
在
し
な
い
例

34
の
中
に
は
、「
廻
」（
仏
上
七
三
４
）、「
睡
」（
仏
中
一
八
二
１
）、「
規
」（
仏
中
二
〇
〇
３
）
な
ど
の
よ
う
に
、
正
音

注
と
和
音
注
で
全
く
音
が
異
な
る
も
の
も
存
す
る
。
ま
た
、
山
本
（
一
九
八
九
）
に
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
観
智
院

本
仏
上
・
仏
中
帖
に
三
例
存
す
る
「
和
同
」
注
記
が
、
高
山
寺
本
に
は
見
え
な
い
。
た
だ
、
蓮
成
院
本
は
こ
の
「
和

同
」
注
記
が
二
例
存
し
て
お
り
、少
な
く
と
も
蓮
成
院
本
は
、音
が
同
じ
な
ら
ば
和
音
注
を
削
除
す
る
方
針
で
は
な
い
。

た
だ
し
、「
大
般
若
経
に
も
法
華
経
に
も
現
れ
な
い
」
も
の
が
一
定
数
存
す
る
こ
と
か
ら
、
大
般
若
経
と
法
華
経

35
以
外
の
要
因
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
実
態
と
し
て
は
、
大
般
若
経
や
法
華
経
を
中
心
に
、
そ
れ
以
外
の
仏
典
に
出

現
す
る
字
に
も
和
音
注
を
付
し
た
と
考
え
る
方
が
正
確
だ
ろ
う
（
注

参
照
）。

25

「
呑
」
は
「
大
般
若
経
出
現
字
で
あ
り
法
華
経
出
現
字
で
な
い
」
例
で
あ
る
。
築
島
（
一
九
七
七
）
の
影
印
に
よ

36
れ
ば
、「
呑
」
は
無
窮
会
本
や
天
理
本
の
『
大
般
若
経
音
義
』
で
「
鈍
」
と
音
注
が
付
さ
れ
（
一
二
八
頁
、
三
六
六

頁
）、
特
に
『
大
般
若
経
字
抄
』
の
音
注
と
一
致
す
る
。「
眩
」
と
「
瞽
」
も
同
様
で
あ
る
。

改
編
本
共
通
祖
本
（
高
山
寺
本
祖
本
）
は
、
漢
音
と
和
音
を
と
も
に
「
音
」
表
示
す
る
の
で
、
漢
音
と
和
音
を

37
「（
訓
に
対
す
る
）
音
」
と
し
て
一
括
り
に
考
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
（
望
月
一
九
七
九
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
漢

音
と
和
音
を
明
示
し
な
く
て
も
、
漢
字
の
注
と
仮
名
の
注
と
い
う
音
注
の
形
態
、
注
の
は
じ
め
の
音
注
と
注
の
末
尾

の
音
注
と
い
う
音
注
の
位
置
な
ど
に
よ
っ
て
区
別
で
き
た
可
能
性
も
あ
る
）。『
類
聚
名
義
抄
』
で
編
者
（
僧
侶
と
考

え
ら
れ
て
い
る
）
が
「
呉
音
」
や
「
和
音
」
を
明
示
す
る
こ
と
は
、
大
般
若
経
な
ど
仏
典
を
読
む
際
の
音
と
し
て
、

漢
籍
や
韻
書
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
漢
音
と
区
別
す
る
意
識
が
働
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
改
編
本
共
通
祖
本
の
編

者
は
、
同
音
字
注
の
た
め
に
漢
音
と
紛
れ
や
す
い
「
呉
音
」
を
明
示
し
、
そ
の
後
の
改
編
本
の
編
者
は
、
呉
音
に
増

補
を
行
わ
な
い
な
ど
、
呉
音
を
あ
ま
り
重
要
視
し
な
い
一
方
で
、
そ
れ
ま
で
の
「
音
」
注
の
一
部
に
和
音
表
示
を
付

し
（
和
音
の
増
補
も
行
い
）、
漢
音
と
区
別
し
た
。
特
に
仏
門
の
編
者
や
利
用
者
に
と
っ
て
、「
呉
音
」
や
「
和
音
」

の
表
示
は
便
利
な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
改
編
本
（
観
智
院
本
・
蓮
成
院
本
）
の
和
音
表
示
は
そ
の
よ
う
な
需

要
の
も
と
で
付
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

同
一
の
被
注
字
が
別
々
の
箇
所
に
挙
げ
ら
れ
、
一
方
で
呉
音
、
も
う
一
方
で
和
音
が
挙
が
っ
て
い
る
例
ま
で
含
め

38
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観
智
院
本
と
蓮
成
院
本
で
、
呉
音
注
の
数
を
比
較
す
る
（
蓮
成
院
本
欠
損
部
を
比
較
対
象
か
ら
除
く
）
と
、仏
上
・

39
仏
中
帖
で
二
三
例
全
同
、
法
上
帖
で
蓮
成
院
本
に
「
沖
」（
一
八
八
３
）
の
呉
音
注
が
な
く
、「
淹
」（
一
九
二
２
）

の
呉
音
注
が
欠
け
て
い
る
（
他
一
四
例
は
同
じ
）。
僧
帖
は
、
蓮
成
院
本
が
「
帥
」（
五
〇
九
２
）「
呉
卒
」
の
一
例

多
く
、
観
智
院
本
（
僧
下
四
〇
〇
８
）
は
「
和
卒
」
と
す
る
。
他
五
六
例
は
同
じ
だ
が
、
そ
の
中
で
蓮
成
院
本
は

「
欽
」（
三
六
三
２
）
の
「
呉
禁
」
に
イ
本
注
記
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
和
音
注
に
比
し
て
呉
音
注
の
数

は
、
観
智
院
本
と
蓮
成
院
本
で
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。

初
出
は
、
一
九
二
三
年
「
高
山
寺
本
類
聚
名
義
抄
攷
」（『
藝
文
』
第
一
四
巻
第
四
号
・
第
五
号
）、
一
九
二
九
年

40
「
蓮
成
院
本
類
聚
名
義
抄
攷
」（『
藝
文
』
第
二
〇
巻
第
六
号
～
第
一
〇
号
）
で
あ
る
。

他
に
、
川
瀬
一
馬
（
一
九
五
五
）
は
、
高
山
寺
本
と
観
智
院
本
を
従
兄
弟
関
係
、
観
智
院
本
と
蓮
成
院
本
を
兄
弟

41
（
又
は
従
兄
弟
）
関
係
以
下
に
あ
る
と
推
定
し
た
。
吉
田
（
一
九
七
六
）
に
は
、
高
山
寺
本
、
観
智
院
本
、
蓮
成
院

本
の
成
立
順
で
あ
る
旨
が
書
か
れ
、
小
林
恭
治
（
一
九
九
二
）
は
、
高
山
寺
本
、
蓮
成
院
本
、
観
智
院
本
の
順
で
古

態
を
伝
え
る
左
寄
せ
注
記
が
右
寄
せ
に
変
わ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

【
使
用
テ
キ
ス
ト
】

図
書
寮
本
『
類
聚
名
義
抄
』
は
、『
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
』（
勉
誠
社
、
一
九
六
九
年
）
に
よ
る
。

観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
は
、『
類
聚
名
義
抄
観
智
院
本
』（
新
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
第
九
巻
～
第
一
一
巻
、
八
木

書
店
、
二
〇
一
八
年
）
に
よ
る
。

高
山
寺
本
『
類
聚
名
義
抄
』
は
、『
三
宝
類
字
集
高
山
寺
本
』（
新
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
第
八
巻
、
八
木
書
店
、
二
〇

一
六
年
）
に
よ
る
。

蓮
成
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
は
、『
鎭
国
守
国
神
社
蔵
本
三
寳
類
聚
名
義
抄
』（
勉
誠
社
、
一
九
八
六
年
）
に
よ
る
。

『
大
般
若
経
字
抄
』
は
、『
大
般
若
経
音
義

大
般
若
経
字
抄
』（
古
辞
書
音
義
集
成
第
三
巻
、
汲
古
書
院
、
一
九
七
八

年
）
に
よ
る
。

『
慧
琳
一
切
経
音
義
』
は
、『
正
續
一
切
経
音
義

附
索
引
両
種
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
六
年
）
に
よ
る
。

『
法
華
経
単
字
』
は
、『
法
華
経
単
字
』（
貴
重
図
書
影
本
刊
行
會
、
一
九
三
三
年
）
に
よ
る
。

『
妙
法
蓮
華
経
釈
文
』
は
、『
妙
法
蓮
華
経
釋
文
』（
古
辞
書
音
義
集
成
第
四
巻
、
汲
古
書
院
、
一
九
七
九
年
）
に
よ
る
。

『
廣
韻
』
は
、『
校
正
宋
本
廣
韻

附
索
引
』（
藝
文
印
書
館
、
一
九
六
七
年
）
に
よ
り
、
声
母
や
開
合
に
つ
い
て
は

『
音
注
韻
鏡
校
本
』（
木
耳
社
、
一
九
七
一
年
）
を
参
照
し
た
。

『
篆
隷
万
象
名
義
』
は
、『
高
山
寺
古
辭
書
資
料
第
一
』
第
一
部
（
高
山
寺
資
料
叢
書
第
六
冊
、
東
京
大
学
出
版
會
、

一
九
七
七
年
）
に
よ
る
。

『
新
撰
字
鏡
』
は
、『
天
治
本
新
撰
字
鏡
増
訂
版

附
享
和
本
・
群
書
類
従
本
』（
臨
川
書
店
、
一
九
六
七
年
）
に
よ
る
。

【
参
考
文
献
】

犬
飼
守
薫

一
九
七
四

「
改
編
本
系
類
聚
名
義
抄
諸
本
に
見
ら
れ
る
合
点
の
考
察
︱
成
立
論
へ
の
手
が
か
り
︱
」

（『
愛
知
県
立
惟
信
高
等
学
校
研
究
紀
要
』
五
）

犬
飼
守
薫

一
九
七
五

「
改
編
本
系
類
聚
名
義
抄
諸
本
の
成
立
事
情
︱
熟
字
に
か
か
わ
る
問
題
点
の
一
考
察
︱
」

れ
ば
、「
翛
」（
仏
上
二
八
３
／
五
九
４
）、「
匱
」（
仏
上
七
三
８
／
八
五
２
）、「
且
」（
仏
上
一
〇
〇
２
／
仏
中
一
九

四
８
、「
今
音
シ
ヤ
（
平
上
）」

の
「
今
」
は
「
和
（
禾
）」
の
誤
写
か
存
疑
）、「
皎
」（
仏
中
二
一
五
４
／
二
二
三
１
）、

「
顇
」（
仏
下
本
二
八
七
８
／
二
八
八
１
）、「
撞
」（
仏
下
本
三
二
五
１
／
三
三
八
７
）、「
奕
」（
仏
下
末
四
三
八
６

／
四
五
八
５
）、「
堆
」、「
惆
」（
注

参
照
）、「
宿
」（
法
下
三
四
八
６
）、「
刺
」（
僧
上
九
二
６
／
九
九
３
）、

21

「
翻
」（
僧
上
一
〇
五
３
／
僧
下
四
〇
六
１
）、「
鞭
」（
僧
中
二
二
八
１
／
２
）、「
尠
」（
僧
下
三
六
五
２
／
四
一
五

５
）
の
一
四
例
が
加
え
ら
れ
る
。
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（『
愛
知
県
立
惟
信
高
等
学
校
研
究
紀
要
』
七
）

江
口
泰
生

一
九
八
六

「『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
読
誦
音
に
つ
い
て
︱
資
料
の
解
釈
と
読
誦
音
の
変
遷
︱
」（『
語

文
研
究
』
第
六
二
号
）

大
槻
信

二
〇
一
八

「『
類
聚
名
義
抄
観
智
院
本
』
解
題
」（『
類
聚
名
義
抄
観
智
院
本
』
新
天
理
図
書
館
善
本
叢
書

第
一
一
巻
、
八
木
書
店
）

岡
田
希
雄

一
九
二
三

「
高
山
寺
本
類
聚
名
義
抄
攷
（
一
）」（『
藝
文
』
第
一
四
巻
第
四
号
）

岡
田
希
雄

一
九
四
四

『
類
聚
名
義
抄
の
研
究
』（
一
條
書
房
）

沖
森
卓
也

一
九
八
二

「
観
智
院
本
類
聚
名
義
抄
の
和
音
の
声
調
」（『
白
百
合
女
子
大
学
研
究
紀
要
』
第
一
八
号
）

奥
村
三
雄

一
九
六
一

「
呉
音
声
調
の
一
性
格
」（『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
第
一
八
輯
）

小
倉
肇

一
九
九
五

『
日
本
呉
音
の
研
究
』（
新
典
社
）

小
倉
肇

二
〇
一
四

「「
類
聚
名
義
抄
」
和
音
注
・
呉
音
注
対
照
表
」（『
続
・
日
本
呉
音
の
研
究
』
和
泉
書
院
）

川
瀬
一
馬

一
九
五
五

『
古
辞
書
の
研
究
』（
大
日
本
雄
辯
會
講
談
社
）

草
川
昇

一
九
八
二

「
改
編
本
系
名
義
抄
相
互
の
関
係
︱
標
出
文
字
・
和
訓
の
面
か
ら
の
一
考
察
︱
」（『
訓
点
語
と

訓
点
資
料
』
第
六
八
輯
）

小
林
恭
治

一
九
九
二
「
類
聚
名
義
抄
諸
本
の
仮
名
注
の
記
載
位
置
に
つ
い
て
」（『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』第
八
九
輯
）

こ
ま
つ
ひ
で
お

一
九
七
〇

「
平
安
末
期
に
お
け
る
漢
音
の
一
断
面
」（『
国
語
と
国
文
学
』
第
四
七
巻
第
一
〇
号
）

佐
々
木
勇

二
〇
一
七

「
慈
光
寺
蔵
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
平
安
後
期
字
音
点
」（『
慈
光
寺
所
蔵
「
大
般
若
経

（
安
倍
小
水
麻
呂
願
経
）」
の
調
査
と
研
究
︱
科
研
「
平
安
時
代
の
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
遺
品
の
総
合
的
調
査

と
歴
史
研
究
資
料
と
し
て
の
資
源
化
」
成
果
報
告
書
︱
』
奈
良
国
立
博
物
館
）

佐
々
木
勇

二
〇
一
八

「
根
津
美
術
館
蔵
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
鎌
倉
中
期
点
」（『
根
津
美
術
館
蔵
「
春
日
若
宮

大
般
若
経
お
よ
び
厨
子
」
調
査
報
告
書
』
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
日
本
古
写
経
研
究
所
）

島
田
友
啓

一
九
六
四

『
法
華
経
単
字
漢
字
索
引
』（
古
字
書
索
引
叢
刊
）

鈴
木
裕
也

二
〇
二
一

「
改
編
本
『
類
聚
名
義
抄
』
の
呉
音
注
と
共
通
祖
本
に
つ
い
て
」（『
国
語
国
文
』
第
九
〇
巻

第
二
号
）

高
松
政
雄

一
九
七
三

「
公
任
卿
云
「
呉
音
」」（『
国
語
国
文
』
第
四
二
巻
第
三
号
）

高
松
政
雄

一
九
八
二

『
日
本
漢
字
音
の
研
究
』（
風
間
書
房
）

田
尻
英
三

一
九
七
二

「
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
の
和
音
注
の
性
格
」（『
語
文
研
究
』
第
三
三
号
）

築
島
裕

一
九
六
九

「
国
語
史
料
と
し
て
の
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
」（『
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
』
勉
誠
社
）

築
島
裕

一
九
七
三

「
真
興
撰
大
般
若
経
音
訓
に
つ
い
て
」（『
長
澤
先
生
古
稀
記
念
図
書
学
論
集
』
三
省
堂
）

築
島
裕

一
九
七
七

『
大
般
若
経
音
義
の
研
究

本
文
篇
』（
勉
誠
社
）

沼
本
克
明

一
九
七
六

「
呉
音
の
声
調
体
系
に
つ
い
て
」（『
国
語
学
』
第
一
〇
七
集
）

沼
本
克
明

一
九
七
八

「
石
山
寺
一
切
経
蔵
本
大
般
若
経
字
抄
解
題
」（『
大
般
若
経
音
義

大
般
若
経
字
抄
』
古
辞

書
音
義
集
成
第
三
巻
、
汲
古
書
院
）

沼
本
克
明

一
九
八
二

『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
る
日
本
漢
字
音
に
就
て
の
研
究
』（
武
蔵
野
書
院
）

沼
本
克
明

一
九
八
六

『
日
本
漢
字
音
の
歴
史
』（
国
語
学
叢
書
一
〇
、
東
京
堂
出
版
）

沼
本
克
明

一
九
九
五

「
呉
音
・
漢
音
分
韻
表
」（『
日
本
漢
字
音
史
論
輯
』
汲
古
書
院
）

沼
本
克
明

一
九
九
七

『
日
本
漢
字
音
の
歴
史
的
研
究
︱
體
系
と
表
記
を
め
ぐ
っ
て
︱
』（
汲
古
書
院
）

東

保
和

一
九
七
〇

「
安
田
八
幡
宮
蔵
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
に
就
き
て
」（『
海
南
史
学
』
第
八
号
）

東

保
和

一
九
七
一

「
安
田
八
幡
宮
蔵
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
の
音
注
（
資
料
）」（『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
第
四

四
輯
）

東

保
和
・
岡
野
幸
夫

二
〇
〇
七

「
安
田
八
幡
宮
蔵
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
の
音
注
（
索
引
）」（『
訓
点
語
と
訓
点

資
料
』
第
一
一
九
輯
）
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松
尾
拾

一
九
四
九

「
慈
光
寺
蔵
大
般
若
経
の
字
音
點
に
つ
い
て
」（『
国
語
学
』
第
三
輯
）

馬
渕
和
夫

一
九
六
三

『
日
本
韻
学
史
の
研
究
Ⅱ
』（
日
本
学
術
振
興
会
）

馬
淵
和
夫

一
九
七
七

「
音
韻
研
究
の
歴
史
⑴
」（『
岩
波
講
座
日
本
語
５

音
韻
』
岩
波
書
店
）

宮
澤
俊
雅

一
九
九
二

「
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
の
注
文
の
配
列
に
つ
い
て
」（『
小
林
芳
規
博
士
退
官
記
念
国
語
学

論
集
』
汲
古
書
院
）

望
月
郁
子

一
九
七
四

「
声
点
の
認
定
を
め
ぐ
る
二
三
の
問
題
︱
東
点
の
つ
け
ち
が
え
の
点
を
中
心
に
︱
」（『
類
聚

名
義
抄
四
種
声
点
付
和
訓
集
成
』
笠
間
書
院
）

望
月
郁
子

一
九
七
九

「
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
の
和
音
注
︱
法
華
経
字
彙
と
の
関
連
に
お
い
て
︱
」（『
訓
点

語
と
訓
点
資
料
』
第
六
三
輯
）

望
月
郁
子

一
九
九
〇

「
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
の
正
音
注
︱
同
音
字
注
に
お
け
る
図
書
寮
本
と
の
一
致
を
中

心
に
︱
」（『
人
文
論
集
』
第
四
一
号
）

望
月
郁
子

一
九
九
二

『
類
聚
名
義
抄
の
文
献
学
的
研
究
』（
笠
間
書
院
）

山
本
秀
人

一
九
八
五

「
蓮
成
院
本
類
聚
名
義
抄
の
成
立
に
つ
い
て
︱
異
質
な
本
文
を
有
す
る
部
分
の
存
在
と
そ
の

素
姓
︱
」（『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
第
八
輯
）

山
本
秀
人

一
九
八
六

「
改
編
本
類
聚
名
義
抄
に
お
け
る
新
撰
字
鏡
を
出
典
と
す
る
和
訓
の
増
補
に
つ
い
て
︱
熟
字

訓
を
対
象
と
し
て
︱
」（『
国
語
学
』
第
一
四
四
集
）

山
本
秀
人

一
九
八
九

「
高
山
寺
本
類
聚
名
義
抄
に
お
け
る
本
文
の
改
変
に
つ
い
て
︱
文
選
読
形
式
の
和
訓
と
和
音

注
と
の
場
合
を
対
象
に
︱
」（『
福
岡
教
育
大
学
国
語
国
文
学
会
誌
』
三
〇
）

山
本
秀
人

一
九
九
〇

「
蓮
成
院
本
類
聚
名
義
抄
に
お
け
る
高
山
寺
本
系
本
文
の
流
入
に
つ
い
て
︱
改
編
本
類
聚
名

義
抄
の
異
本
同
士
間
の
交
渉
︱
」（『
福
岡
教
育
大
学
紀
要
』
第
三
九
号
）

山
本
秀
人

二
〇
一
〇

「
改
編
本
類
聚
名
義
抄
に
お
け
る
注
音
方
式
の
再
検
討
︱
傍
仮
名
音
注
・
声
点
の
朱
墨
に
つ

い
て
︱
」（『
古
典
語
研
究
の
焦
点
』
武
蔵
野
書
院
）

山
本
秀
人

二
〇
一
六

「『
三
宝
類
字
集
高
山
寺
本
』
解
題
」（『
三
宝
類
字
集
高
山
寺
本
』
新
天
理
図
書
館
善
本
叢

書
第
八
巻
、
八
木
書
店
）

吉
田
金
彦

一
九
五
一

「
類
聚
名
義
抄
に
み
え
る
和
音
注
に
つ
い
て
」（『
国
語
学
』
第
六
輯
）

吉
田
金
彦

一
九
五
四

「
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
出
典
攷
（
中
）」（『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
第
三
輯
）

吉
田
金
彦

一
九
七
六

「
解
題
」（『
類
聚
名
義
抄
観
智
院
本
』
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
第
三
四
巻
、
八
木
書
店
）

渡
辺
修

一
九
五
三

「
図
書
寮
蔵
本
類
聚
名
義
抄
と
石
山
寺
蔵
本
大
般
若
経
字
抄
と
に
つ
い
て
」（『
国
語
学
』
第
一

三
・
一
四
輯
）

渡
辺
修

一
九
七
〇

「
類
聚
名
義
抄
の
「
呉
音
」
の
体
系
」（『
国
語
と
国
文
学
』
第
四
七
巻
第
一
〇
号
）

渡
邊
實

一
九
六
〇

「
西
念
寺
本
蓮
成
院
本
類
聚
名
義
抄
に
つ
い
て
︱
関
西
大
学
現
蔵
本
の
紹
介
を
機
に
原
名
義
抄

の
編
成
の
推
定
に
及
ぶ
︱
」（『
島
田
教
授
古
稀
記
念
国
文
学
論
集
』
関
西
大
学
国
文
学
会
）

渡
邊
實

一
九
七
一

「
解
題
」（『
和
名
類
聚
抄

三
寶
類
字
集
』
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
第
二
巻
、
八
木
書
店
）

Ｓ
Ａ
Ｔ
大
藏
經
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
研
究
会

「
Ｓ
Ａ
Ｔ
大
正
新
脩
大
藏
經
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

版
」

2018

（http://21dzk.l.u-tokyo.ac.jp/SA
T2018/m

aster30.php

）

【
付
記
】

本
稿
は
、
既
に
発
表
し
た
「
改
編
本
『
類
聚
名
義
抄
』
に
お
け
る
和
音
注
の
継
承
と
増
補
に
つ
い
て
」（『
訓
点
語
と

訓
点
資
料
』
第
一
四
四
輯
、
二
〇
二
〇
年
三
月
）
を
も
と
に
、
山
本
真
吾
先
生
、
審
査
委
員
の
先
生
方
よ
り
多
く
の
ご

意
見
を
賜
り
、
修
正
を
加
え
た
も
の
で
す
。
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

-
7
4
-


